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令和５年度理学部教務関係行事予定表
月 月

ᵒ ᵐ日 月 火 水 木 金 土 日 (火) 新入生オリエンテーション(予定） 日 月 火 水 木 金 土 日 (月) 後期授業開始(共通教育科目・専門教育科目)

ᵏ ᵒ ᵓ ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵗ日 (火) ～ 日 (水) 新入生履修申請(共通教育科目等・専門教育科目) 日 (月) ： スポーツの日

ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵔ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ日 (木) 新入生向けプログラム企画(予定） 10日(火)～11日(水) 履修申請変更日(共通教育科目等・専門教育科目)

ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵕ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ日 (金) ： 午前 入学式

ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵕ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ日 (金) ： 午後 新入生追加履修申請(共通教育科目)

ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵏ ᵎ ᵐ ᵗ ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ日 (月) 前期授業開始(共通教育科目、専門教育科目)

ᵑ ᵎ ᵏ ᵒ ᵏ ᵕ日 (金) ～ 日 (月) 履修申請変更日(共通教育科目等・専門教育科目)

ᵐᵗ 日 (土) ： 昭和の日

中旬～下旬 教育実習事前指導

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ４月中 学生定期健康診断

曜日 月 火 水 木 金 曜日 月 火 水 木 金

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

午後 ・ ・ ・ ・ ・ 午後 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

　 　 　 　 　 　

ᵑ ᵑ日 月 火 水 木 金 土 日 (水) ： 憲法記念日 日 月 火 水 木 金 土 日 (金) ：

ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵒ ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵖ日 (木) ： みどりの日 日 (水) 金曜日の振替授業

ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵓ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵎ ᵏ ᵑ日 (金) ： こどもの日 　 日 (金) ～ 日(月) 休講日（大学祭のため）

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ᵖ 日 (月) ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵒ金曜日の振替授業 日 (火) 予定　ＡＯ型選抜：数理情報科学PG、物理・宇宙PG

ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵏ ᵓ ᵏ ᵗ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵏ ᵓ日 (月) ～ 日 (金) 履修申請取下期間（専門教育科目） 日 (水) 鹿児島大学記念日

ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ ᵑ ᵎ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ日 (火) 予備日 日 (木) ～ 日(金) 履修申請取下期間（専門教育科目）

ᵐᵏ5月～10月 教育実習(４週間又は２週間) 日 (火) 予備日

曜日 月 火 水 木 金 曜日 ᵐᵑ月 火 水 木 金 日 (木) ： 勤労感謝の日

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ᵑ ᵑ ᵒ ᵒ ᵑ 下旬～12月初旬 翌年度実施の介護等体験説明会（２年生）

午後 ・ ・ ・ ・ ・ 午後 ・ ・ ・ ・ ・

日 月 火 水 木 金 土 下旬 教員選考試験対策講演会 日 月 火 水 木 金 土

ᵏ ᵐ ᵑ ᴾ ᵏ ᵐ ᵐᵖ下旬 翌年度実施の教育実習の手続説明会 日 (木) ～ 1月3日（水） 冬季休業

ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵐᵑ 日 ᵑ ᵎ(金) ～ 日 (金) 第2ターム科目履修申請取下期間（専門教育科目） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

・・

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ　

曜日 月 火 水 木 金 　 　 　 曜日 月 火 水 木 金

午前 ᵒ ᵒ ᵒ ᵓ ᵓ 　 　 午前 ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ ᵒ 　 　 　 　

午後 ᵒ ᵒ ᵒ ᵓ ᵓ 　 　 　 午後 ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ ᵒ 　 　 　 　

ᵏ日 月 火 水 木 金 土 翌年度実施の博物館実習の手続説明会（３年生） 日 月 火 水 木 金 土 日 (月) ： 元日

・ ・・ 日 ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ(月) ： 海の日

ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵐᵖ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵒ日 (金) 予備日 日 (木) 授業開始(共通教育科目・専門教育科目)

ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵖ下旬 理学部紹介・入試説明会 日 (月) ： 成人の日 　

ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵗ下旬 インターンシップ事前研修会 日 (火) 月曜日の振替授業

ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ ᵏ ᵐ７月～翌年２月　 介護等体験(特別支援学校２日間) 日 (金) 休講日　(大学入学共通テスト設営のため)

ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ日 (土) ～ 日(日) 大学入学共通テスト

ᵑ ᵏ 日 (水) 予備日

曜日 月 火 水 木 金 　 曜日 月 火 水 木 金

午前 ᵒ ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ 　 午前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

午後 ᵒ ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ 　 　 午後 ᵒ ᵑ ᵑ ᵒ ᵑ ᴾ　 　 　

　

ᵏ ᵗ日 月 火 水 木 金 土 日 (　　) オープンキャンパス　（未定）　 日 月 火 水 木 金 土 日 (木) ～ 日(金) 後期末試験

ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵏ ᵕ ᵏ ᵐ ᵑ ᵑ日 (火) ～ 日 (月) 前期末試験 日 (土)

ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵖ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ日 (火) 試験予備日

ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵏ ᵏ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵒ日 (金) ： 山の日 日 (日) 予定：自己推薦型選抜

ᵐᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵗ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵖ日 (水) ～ 9月30日(土) 夏季休業（集中講義あり） 日 (木) 試験予備日

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 日 (　) ～ 日 (　) ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵏ ᵏ後期研究生・科目等履修生願書受付期間(予定） 日 (日) ：建国記念の日

ᵏ ᵐ中旬 介護等体験事前指導 日 (月) ：振替休日

ᵐᵏ主として夏季休業中　 介護等体験(社会福祉施設5日間) 日 (水) 後期成績発表(共通教育科目等・専門教育科目)　

ᵐᵏ博物館実習 日 (水) ～ 2月28日(水) 後期成績等の開示請求期間（専門教育科目）

曜日 月 火 水 木 金 曜日 ᵐᵑ月 火 水 木 金 日 (金) ：天皇誕生日

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵏ ᵐᵓ ᵐᵔ日 (日) ～ 日 (月) 一般選抜学力検査（前期日程）理学部は25日（土）のみ

午後 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ 　 　 　 午後 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵏ 日 (　) ～ 日 (　) 次年度前期研究生・科目等履修生願書受付期間（予定）

　 　 　 　 　 　

ᵏ ᵏ日 月 火 水 木 金 土 日 (金) 前期成績発表(共通教育科目等、専門教育科目)　 日 月 火 水 木 金 土 日 (金) 臨時教務委員会　卒業判定（案）審議

ᵏ ᵐ ᵏ ᵖ ᵏ ᵐ日 (金) ～ 日 (金) 前期成績等の開示請求期間（専門教育科目） 初旬 卒業判定会議（予定）

ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵕ ᵖ日 (木) ～ 日 (金) 後期履修申請期間(共通教育科目等・専門教育科目) ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵐ 日 (火) 　 　 　 　 一般選抜学力検査（後期日程）理学部面接試験

ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵐ ᵎ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵑ ᵏ ᵓ日 (水) ９月卒業判定会議 日 (水) ～ 日(金) 次年度前期履修申請(共通教育科目等、専門教育科目)

ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵏ ᵖ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐ ᵎ日 (月) ： 敬老の日 日 (水) ： 春分の日 　

ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵐᵓ日 (土) ： 秋分の日 日 (月) 卒業式・臨時教務委員会　進級判定（案）審議

ᵐᵗ ᵑ ᵏ日 (金) ９月卒業式

ᴾ9月～11月 教育実習事後指導　

曜日 月 火 水 木 金 曜日 ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ月 火 水 木 金 　

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

午後 ・ ・ ・ ・ ・ 午後 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ　

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ 　 　 　 　 　

…振替授業 …振替授業

曜日 月 火 水 木 金 曜日 月 火 水 木 金

午前 ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ※ 左記授業日数には定期試験日は含まず。 午前 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

午後 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 午後 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

曜　　日 前　期　行　事　等 曜　　日 後　期　行　事　等

４
月

１０
月

５
月

１１
月

文化の日

６
月

１２
月

９
月

３
月

予定：学校推薦型選抜Ⅱ（化学PG・生物学PG・地球科学
PG）,私費外国人学部留学生選抜、国際バカロレア選抜

７
月

１
月

中旬

　

８
月

２
月

未定

…授業日 …試験日

主として夏季休業中　

…予備日

前期
授業
日数

後期
授業
日数

※ 左記授業日数には定期試験日は含まず。

※　予備日は授業日数には含まず。 ※　予備日は授業日数には含まず。

…授業日 …試験日 …予備日

令和５年度理学部教務関係行事予定表
月 月

ᵒ ᵐ日 月 火 水 木 金 土 日 (火) 新入生オリエンテーション(予定） 日 月 火 水 木 金 土 日 (月) 後期授業開始(共通教育科目・専門教育科目)

ᵏ ᵒ ᵓ ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵗ日 (火) ～ 日 (水) 新入生履修申請(共通教育科目等・専門教育科目) 日 (月) ： スポーツの日

ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵔ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ日 (木) 新入生向けプログラム企画(予定） 10日(火)～11日(水) 履修申請変更日(共通教育科目等・専門教育科目)

ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵕ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ日 (金) ： 午前 入学式

ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵕ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ日 (金) ： 午後 新入生追加履修申請(共通教育科目)

ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵏ ᵎ ᵐ ᵗ ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ日 (月) 前期授業開始(共通教育科目、専門教育科目)

ᵑ ᵎ ᵏ ᵒ ᵏ ᵕ日 (金) ～ 日 (月) 履修申請変更日(共通教育科目等・専門教育科目)

ᵐᵗ 日 (土) ： 昭和の日

中旬～下旬 教育実習事前指導

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ４月中 学生定期健康診断

曜日 月 火 水 木 金 曜日 月 火 水 木 金

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

午後 ・ ・ ・ ・ ・ 午後 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

　 　 　 　 　 　

ᵑ ᵑ日 月 火 水 木 金 土 日 (水) ： 憲法記念日 日 月 火 水 木 金 土 日 (金) ：

ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵒ ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵖ日 (木) ： みどりの日 日 (水) 金曜日の振替授業

ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵓ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵎ ᵏ ᵑ日 (金) ： こどもの日 　 日 (金) ～ 日(月) 休講日（大学祭のため）

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ᵖ 日 (月) ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵒ金曜日の振替授業 日 (火) 予定　ＡＯ型選抜：数理情報科学PG、物理・宇宙PG

ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵏ ᵓ ᵏ ᵗ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵏ ᵓ日 (月) ～ 日 (金) 履修申請取下期間（専門教育科目） 日 (水) 鹿児島大学記念日

ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ ᵑ ᵎ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ日 (火) 予備日 日 (木) ～ 日(金) 履修申請取下期間（専門教育科目）

ᵐᵏ5月～10月 教育実習(４週間又は２週間) 日 (火) 予備日

曜日 月 火 水 木 金 曜日 ᵐᵑ月 火 水 木 金 日 (木) ： 勤労感謝の日

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ᵑ ᵑ ᵒ ᵒ ᵑ 下旬～12月初旬 翌年度実施の介護等体験説明会（２年生）

午後 ・ ・ ・ ・ ・ 午後 ・ ・ ・ ・ ・

日 月 火 水 木 金 土 下旬 教員選考試験対策講演会 日 月 火 水 木 金 土

ᵏ ᵐ ᵑ ᴾ ᵏ ᵐ ᵐᵖ下旬 翌年度実施の教育実習の手続説明会 日 (木) ～ 1月3日（水） 冬季休業

ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵐᵑ ᵑ ᵎ日 (金) ～ 日 (金) 第2ターム科目履修申請取下期間（専門教育科目） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

・・

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ　

曜日 月 火 水 木 金 　 　 　 曜日 月 火 水 木 金

午前 ᵒ ᵒ ᵒ ᵓ ᵓ 　 　 午前 ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ ᵒ 　 　 　 　

午後 ᵒ ᵒ ᵒ ᵓ ᵓ 　 　 　 午後 ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ ᵒ 　 　 　 　

ᵏ日 月 火 水 木 金 土 翌年度実施の博物館実習の手続説明会（３年生） 日 月 火 水 木 金 土 日 (月) ： 元日

・ ・・ 日 ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ(月) ： 海の日

ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵐᵖ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵒ日 (金) 予備日 日 (木) 授業開始(共通教育科目・専門教育科目)

ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵖ下旬 理学部紹介・入試説明会 日 (月) ： 成人の日 　

ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵗ下旬 インターンシップ事前研修会 日 (火) 月曜日の振替授業

ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ ᵏ ᵐ７月～翌年２月　 介護等体験(特別支援学校２日間) 日 (金) 休講日　(大学入学共通テスト設営のため)

ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ日 (土) ～ 日(日) 大学入学共通テスト

ᵑ ᵏ 日 (水) 予備日

曜日 月 火 水 木 金 　 曜日 月 火 水 木 金

午前 ᵒ ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ 　 午前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

午後 ᵒ ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ 　 　 午後 ᵒ ᵑ ᵑ ᵒ ᵑ ᴾ　 　 　

　

ᵏ ᵗ日 月 火 水 木 金 土 日 (　　) オープンキャンパス　（未定）　 日 月 火 水 木 金 土 日 (木) ～ 日(金) 後期末試験

ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵏ ᵕ ᵏ ᵐ ᵑ ᵑ日 (火) ～ 日 (月) 前期末試験 日 (土)

ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵖ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ日 (火) 試験予備日

ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵏ ᵏ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵒ日 (金) ： 山の日 日 (日) 予定：自己推薦型選抜

ᵐᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵗ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵖ日 (水) ～ 9月30日(土) 夏季休業（集中講義あり） 日 (木) 試験予備日

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 日 (　) ～ 日 (　) ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵏ ᵏ後期研究生・科目等履修生願書受付期間(予定） 日 (日) ：建国記念の日

ᵏ ᵐ中旬 介護等体験事前指導 日 (月) ：振替休日

ᵐᵏ主として夏季休業中　 介護等体験(社会福祉施設5日間) 日 (水) 後期成績発表(共通教育科目等・専門教育科目)　

ᵐᵏ博物館実習 日 (水) ～ 2月28日(水) 後期成績等の開示請求期間（専門教育科目）

曜日 月 火 水 木 金 曜日 ᵐᵑ月 火 水 木 金 日 (金) ：天皇誕生日

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵏ ᵐᵓ ᵐᵔ日 (日) ～ 日 (月) 一般選抜学力検査（前期日程）理学部は25日（土）のみ

午後 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ 　 　 　 午後 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵏ 日 (　) ～ 日 (　) 次年度前期研究生・科目等履修生願書受付期間（予定）

　 　 　 　 　 　

ᵏ ᵏ日 月 火 水 木 金 土 日 (金) 前期成績発表(共通教育科目等、専門教育科目)　 日 月 火 水 木 金 土 日 (金) 臨時教務委員会　卒業判定（案）審議

ᵏ ᵐ ᵏ ᵖ ᵏ ᵐ日 (金) ～ 日 (金) 前期成績等の開示請求期間（専門教育科目） 初旬 卒業判定会議（予定）

ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵕ ᵖ日 (木) ～ 日 (金) 後期履修申請期間(共通教育科目等・専門教育科目) ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵐ 日 (火) 　 　 　 　 一般選抜学力検査（後期日程）理学部面接試験

ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵐ ᵎ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵑ ᵏ ᵓ日 (水) ９月卒業判定会議 日 (水) ～ 日(金) 次年度前期履修申請(共通教育科目等、専門教育科目)

ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵏ ᵖ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐ ᵎ日 (月) ： 敬老の日 日 (水) ： 春分の日 　

ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵐᵓ日 (土) ： 秋分の日 日 (月) 卒業式・臨時教務委員会　進級判定（案）審議

ᵐᵗ ᵑ ᵏ日 (金) ９月卒業式

ᴾ9月～11月 教育実習事後指導　

曜日 月 火 水 木 金 曜日 ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ月 火 水 木 金 　

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

午後 ・ ・ ・ ・ ・ 午後 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ　

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ 　 　 　 　 　

…振替授業 …振替授業

曜日 月 火 水 木 金 曜日 月 火 水 木 金

午前 ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ※ 左記授業日数には定期試験日は含まず。 午前 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

午後 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 午後 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

曜　　日 前　期　行　事　等 曜　　日 後　期　行　事　等

４
月

１０
月

５
月

１１
月

文化の日

６
月

１２
月

９
月

３
月

予定：学校推薦型選抜Ⅱ（化学PG・生物学PG・地球科学
PG）,私費外国人学部留学生選抜、国際バカロレア選抜

７
月

１
月

中旬

　

８
月

２
月

未定

…授業日 …試験日

主として夏季休業中　

…予備日

前期
授業
日数

後期
授業
日数

※ 左記授業日数には定期試験日は含まず。

※　予備日は授業日数には含まず。 ※　予備日は授業日数には含まず。

…授業日 …試験日 …予備日

令和５年度理学部教務関係行事予定表
月 月

ᵒ ᵐ日 月 火 水 木 金 土 日 (火) 新入生オリエンテーション(予定） 日 月 火 水 木 金 土 日 (月) 後期授業開始(共通教育科目・専門教育科目)

ᵏ ᵒ ᵓ ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵗ日 (火) ～ 日 (水) 新入生履修申請(共通教育科目等・専門教育科目) 日 (月) ： スポーツの日

ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵔ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ日 (木) 新入生向けプログラム企画(予定） 10日(火)～11日(水) 履修申請変更日(共通教育科目等・専門教育科目)

ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵕ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ日 (金) ： 午前 入学式

ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵕ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ日 (金) ： 午後 新入生追加履修申請(共通教育科目)

ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵏ ᵎ ᵐ ᵗ ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ日 (月) 前期授業開始(共通教育科目、専門教育科目)

ᵑ ᵎ ᵏ ᵒ ᵏ ᵕ日 (金) ～ 日 (月) 履修申請変更日(共通教育科目等・専門教育科目)

ᵐᵗ 日 (土) ： 昭和の日

中旬～下旬 教育実習事前指導

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ４月中 学生定期健康診断

曜日 月 火 水 木 金 曜日 月 火 水 木 金

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

午後 ・ ・ ・ ・ ・ 午後 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

　 　 　 　 　 　

ᵑ ᵑ日 月 火 水 木 金 土 日 (水) ： 憲法記念日 日 月 火 水 木 金 土 日 (金) ：

ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵒ ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵖ日 (木) ： みどりの日 日 (水) 金曜日の振替授業

ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵓ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵎ ᵏ ᵑ日 (金) ： こどもの日 　 日 (金) ～ 日(月) 休講日（大学祭のため）

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ᵖ 日 (月) ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵒ金曜日の振替授業 日 (火) 予定　ＡＯ型選抜：数理情報科学PG、物理・宇宙PG

ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵏ ᵓ ᵏ ᵗ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵏ ᵓ日 (月) ～ 日 (金) 履修申請取下期間（専門教育科目） 日 (水) 鹿児島大学記念日

ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ ᵑ ᵎ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ日 (火) 予備日 日 (木) ～ 日(金) 履修申請取下期間（専門教育科目）

ᵐᵏ5月～10月 教育実習(４週間又は２週間) 日 (火) 予備日

曜日 月 火 水 木 金 曜日 ᵐᵑ月 火 水 木 金 日 (木) ： 勤労感謝の日

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ᵑ ᵑ ᵒ ᵒ ᵑ 下旬～12月初旬 翌年度実施の介護等体験説明会（２年生）

午後 ・ ・ ・ ・ ・ 午後 ・ ・ ・ ・ ・

日 月 火 水 木 金 土 下旬 教員選考試験対策講演会 日 月 火 水 木 金 土

ᵏ ᵐ ᵑ ᴾ ᵏ ᵐ ᵐᵖ下旬 翌年度実施の教育実習の手続説明会 日 (木) ～ 1月3日（水） 冬季休業

ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵐᵑ ᵑ ᵎ日 (金) ～ 日 (金) 第2ターム科目履修申請取下期間（専門教育科目） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

・・

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ　

曜日 月 火 水 木 金 　 　 　 曜日 月 火 水 木 金

午前 ᵒ ᵒ ᵒ ᵓ ᵓ 　 　 午前 ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ ᵒ 　 　 　 　

午後 ᵒ ᵒ ᵒ ᵓ ᵓ 　 　 　 午後 ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ ᵒ 　 　 　 　

ᵏ日 月 火 水 木 金 土 翌年度実施の博物館実習の手続説明会（３年生） 日 月 火 水 木 金 土 日 (月) ： 元日

・ ・・ 日 ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ(月) ： 海の日

ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵐᵖ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵒ日 (金) 予備日 日 (木) 授業開始(共通教育科目・専門教育科目)

ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵖ下旬 理学部紹介・入試説明会 日 (月) ： 成人の日 　

ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵗ下旬 インターンシップ事前研修会 日 (火) 月曜日の振替授業

ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ ᵏ ᵐ７月～翌年２月　 介護等体験(特別支援学校２日間) 日 (金) 休講日　(大学入学共通テスト設営のため)

ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ日 (土) ～ 日(日) 大学入学共通テスト

ᵑ ᵏ 日 (水) 予備日

曜日 月 火 水 木 金 　 曜日 月 火 水 木 金

午前 ᵒ ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ 　 午前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

午後 ᵒ ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ 　 　 午後 ᵒ ᵑ ᵑ ᵒ ᵑ ᴾ　 　 　

　

ᵏ ᵗ日 月 火 水 木 金 土 日 (　　) オープンキャンパス　（未定）　 日 月 火 水 木 金 土 日 (木) ～ 日(金) 後期末試験

ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵏ ᵕ ᵏ ᵐ ᵑ ᵑ日 (火) ～ 日 (月) 前期末試験 日 (土)

ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵖ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ日 (火) 試験予備日

ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵏ ᵏ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵒ日 (金) ： 山の日 日 (日) 予定：自己推薦型選抜

ᵐᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵗ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵖ日 (水) ～ 9月30日(土) 夏季休業（集中講義あり） 日 (木) 試験予備日

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 日 (　) ～ 日 (　) ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵏ ᵏ後期研究生・科目等履修生願書受付期間(予定） 日 (日) ：建国記念の日

ᵏ ᵐ中旬 介護等体験事前指導 日 (月) ：振替休日

ᵐᵏ主として夏季休業中　 介護等体験(社会福祉施設5日間) 日 (水) 後期成績発表(共通教育科目等・専門教育科目)　

ᵐᵏ博物館実習 日 (水) ～ 2月28日(水) 後期成績等の開示請求期間（専門教育科目）

曜日 月 火 水 木 金 曜日 ᵐᵑ月 火 水 木 金 日 (金) ：天皇誕生日

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵏ ᵐᵓ ᵐᵔ日 (日) ～ 日 (月) 一般選抜学力検査（前期日程）理学部は25日（土）のみ

午後 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ 　 　 　 午後 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵏ 日 (　) ～ 日 (　) 次年度前期研究生・科目等履修生願書受付期間（予定）

　 　 　 　 　 　

ᵏ ᵏ日 月 火 水 木 金 土 日 (金) 前期成績発表(共通教育科目等、専門教育科目)　 日 月 火 水 木 金 土 日 (金) 臨時教務委員会　卒業判定（案）審議

ᵏ ᵐ ᵏ ᵖ ᵏ ᵐ日 (金) ～ 日 (金) 前期成績等の開示請求期間（専門教育科目） 初旬 卒業判定会議（予定）

ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵕ ᵖ日 (木) ～ 日 (金) 後期履修申請期間(共通教育科目等・専門教育科目) ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵐ 日 (火) 　 　 　 　 一般選抜学力検査（後期日程）理学部面接試験

ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵐ ᵎ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵑ ᵏ ᵓ日 (水) ９月卒業判定会議 日 (水) ～ 日(金) 次年度前期履修申請(共通教育科目等、専門教育科目)

ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵏ ᵖ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐ ᵎ日 (月) ： 敬老の日 日 (水) ： 春分の日 　

ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵐᵓ日 (土) ： 秋分の日 日 (月) 卒業式・臨時教務委員会　進級判定（案）審議

ᵐᵗ ᵑ ᵏ日 (金) ９月卒業式

ᴾ9月～11月 教育実習事後指導　

曜日 月 火 水 木 金 曜日 ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ月 火 水 木 金 　

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

午後 ・ ・ ・ ・ ・ 午後 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ　

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ 　 　 　 　 　

…振替授業 …振替授業

曜日 月 火 水 木 金 曜日 月 火 水 木 金

午前 ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ※ 左記授業日数には定期試験日は含まず。 午前 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

午後 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 午後 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

曜　　日 前　期　行　事　等 曜　　日 後　期　行　事　等

４
月

１０
月

５
月

１１
月

文化の日

６
月

１２
月

９
月

３
月

予定：学校推薦型選抜Ⅱ（化学PG・生物学PG・地球科学
PG）,私費外国人学部留学生選抜、国際バカロレア選抜

７
月

１
月

中旬

　

８
月

２
月

未定

…授業日 …試験日

主として夏季休業中　

…予備日

前期
授業
日数

後期
授業
日数

※ 左記授業日数には定期試験日は含まず。

※　予備日は授業日数には含まず。 ※　予備日は授業日数には含まず。

…授業日 …試験日 …予備日

令和５年度理学部教務関係行事予定表
月 月

ᵒ ᵐ日 月 火 水 木 金 土 日 (火) 新入生オリエンテーション(予定） 日 月 火 水 木 金 土 日 (月) 後期授業開始(共通教育科目・専門教育科目)

ᵏ ᵒ ᵓ ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵗ日 (火) ～ 日 (水) 新入生履修申請(共通教育科目等・専門教育科目) 日 (月) ： スポーツの日

ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵔ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ日 (木) 新入生向けプログラム企画(予定） 10日(火)～11日(水) 履修申請変更日(共通教育科目等・専門教育科目)

ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵕ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ日 (金) ： 午前 入学式

ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵕ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ日 (金) ： 午後 新入生追加履修申請(共通教育科目)

ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵏ ᵎ ᵐ ᵗ ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ日 (月) 前期授業開始(共通教育科目、専門教育科目)

ᵑ ᵎ ᵏ ᵒ ᵏ ᵕ日 (金) ～ 日 (月) 履修申請変更日(共通教育科目等・専門教育科目)

ᵐᵗ 日 (土) ： 昭和の日

中旬～下旬 教育実習事前指導

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ４月中 学生定期健康診断

曜日 月 火 水 木 金 曜日 月 火 水 木 金

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

午後 ・ ・ ・ ・ ・ 午後 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

　 　 　 　 　 　

ᵑ ᵑ日 月 火 水 木 金 土 日 (水) ： 憲法記念日 日 月 火 水 木 金 土 日 (金) ：

ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵒ ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵖ日 (木) ： みどりの日 日 (水) 金曜日の振替授業

ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵓ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵎ ᵏ ᵑ日 (金) ： こどもの日 　 日 (金) ～ 日(月) 休講日（大学祭のため）

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ᵖ 日 (月) ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵒ金曜日の振替授業 日 (火) 予定　ＡＯ型選抜：数理情報科学PG、物理・宇宙PG

ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵏ ᵓ ᵏ ᵗ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵏ ᵓ日 (月) ～ 日 (金) 履修申請取下期間（専門教育科目） 日 (水) 鹿児島大学記念日

ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ ᵑ ᵎ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ日 (火) 予備日 日 (木) ～ 日(金) 履修申請取下期間（専門教育科目）

ᵐᵏ5月～10月 教育実習(４週間又は２週間) 日 (火) 予備日

曜日 月 火 水 木 金 曜日 ᵐᵑ月 火 水 木 金 日 (木) ： 勤労感謝の日

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ᵑ ᵑ ᵒ ᵒ ᵑ 下旬～12月初旬 翌年度実施の介護等体験説明会（２年生）

午後 ・ ・ ・ ・ ・ 午後 ・ ・ ・ ・ ・

日 月 火 水 木 金 土 下旬 教員選考試験対策講演会 日 月 火 水 木 金 土

ᵏ ᵐ ᵑ ᴾ ᵏ ᵐ ᵐᵖ下旬 翌年度実施の教育実習の手続説明会 日 (木) ～ 1月3日（水） 冬季休業

ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵐᵑ ᵑ ᵎ日 (金) ～ 日 (金) 第2ターム科目履修申請取下期間（専門教育科目） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

・・

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ　

曜日 月 火 水 木 金 　 　 　 曜日 月 火 水 木 金

午前 ᵒ ᵒ ᵒ ᵓ ᵓ 　 　 午前 ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ ᵒ 　 　 　 　

午後 ᵒ ᵒ ᵒ ᵓ ᵓ 　 　 　 午後 ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ ᵒ 　 　 　 　

ᵏ日 月 火 水 木 金 土 翌年度実施の博物館実習の手続説明会（３年生） 日 月 火 水 木 金 土 日 (月) ： 元日

・ ・・ 日 ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ(月) ： 海の日

ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵐᵖ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵒ日 (金) 予備日 日 (木) 授業開始(共通教育科目・専門教育科目)

ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵖ下旬 理学部紹介・入試説明会 日 (月) ： 成人の日 　

ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵗ下旬 インターンシップ事前研修会 日 (火) 月曜日の振替授業

ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ ᵏ ᵐ７月～翌年２月　 介護等体験(特別支援学校２日間) 日 (金) 休講日　(大学入学共通テスト設営のため)

ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ日 (土) ～ 日(日) 大学入学共通テスト

ᵑ ᵏ 日 (水) 予備日

曜日 月 火 水 木 金 　 曜日 月 火 水 木 金

午前 ᵒ ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ 　 午前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

午後 ᵒ ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ 　 　 午後 ᵒ ᵑ ᵑ ᵒ ᵑ ᴾ　 　 　

　

ᵏ ᵗ日 月 火 水 木 金 土 日 (　　) オープンキャンパス　（未定）　 日 月 火 水 木 金 土 日 (木) ～ 日(金) 後期末試験

ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵏ ᵕ ᵏ ᵐ ᵑ ᵑ日 (火) ～ 日 (月) 前期末試験 日 (土)

ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵖ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ日 (火) 試験予備日

ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵏ ᵏ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵒ日 (金) ： 山の日 日 (日) 予定：自己推薦型選抜

ᵐᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵗ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵖ日 (水) ～ 9月30日(土) 夏季休業（集中講義あり） 日 (木) 試験予備日

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 日 (　) ～ 日 (　) ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵏ ᵏ後期研究生・科目等履修生願書受付期間(予定） 日 (日) ：建国記念の日

ᵏ ᵐ中旬 介護等体験事前指導 日 (月) ：振替休日

ᵐᵏ主として夏季休業中　 介護等体験(社会福祉施設5日間) 日 (水) 後期成績発表(共通教育科目等・専門教育科目)　

ᵐᵏ博物館実習 日 (水) ～ 2月28日(水) 後期成績等の開示請求期間（専門教育科目）

曜日 月 火 水 木 金 曜日 ᵐᵑ月 火 水 木 金 日 (金) ：天皇誕生日

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵏ ᵐᵓ ᵐᵔ日 (日) ～ 日 (月) 一般選抜学力検査（前期日程）理学部は25日（土）のみ

午後 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ 　 　 　 午後 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵏ 日 (　) ～ 日 (　) 次年度前期研究生・科目等履修生願書受付期間（予定）

　 　 　 　 　 　

ᵏ ᵏ日 月 火 水 木 金 土 日 (金) 前期成績発表(共通教育科目等、専門教育科目)　 日 月 火 水 木 金 土 日 (金) 臨時教務委員会　卒業判定（案）審議

ᵏ ᵐ ᵏ ᵖ ᵏ ᵐ日 (金) ～ 日 (金) 前期成績等の開示請求期間（専門教育科目） 初旬 卒業判定会議（予定）

ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵕ ᵖ日 (木) ～ 日 (金) 後期履修申請期間(共通教育科目等・専門教育科目) ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵐ 日 (火) 　 　 　 　 一般選抜学力検査（後期日程）理学部面接試験

ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵐ ᵎ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵑ ᵏ ᵓ日 (水) ９月卒業判定会議 日 (水) ～ 日(金) 次年度前期履修申請(共通教育科目等、専門教育科目)

ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵏ ᵖ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐ ᵎ日 (月) ： 敬老の日 日 (水) ： 春分の日 　

ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵐᵓ日 (土) ： 秋分の日 日 (月) 卒業式・臨時教務委員会　進級判定（案）審議

ᵐᵗ ᵑ ᵏ日 (金) ９月卒業式

ᴾ9月～11月 教育実習事後指導　

曜日 月 火 水 木 金 曜日 ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ月 火 水 木 金 　

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

午後 ・ ・ ・ ・ ・ 午後 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ　

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ 　 　 　 　 　

…振替授業 …振替授業

曜日 月 火 水 木 金 曜日 月 火 水 木 金

午前 ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ᵏ ᵓ ※ 左記授業日数には定期試験日は含まず。 午前 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

午後 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 午後 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

曜　　日 前　期　行　事　等 曜　　日 後　期　行　事　等

４
月

１０
月

５
月

１１
月

文化の日

６
月

１２
月

９
月

３
月

予定：学校推薦型選抜Ⅱ（化学PG・生物学PG・地球科学
PG）,私費外国人学部留学生選抜、国際バカロレア選抜

７
月

１
月

中旬

　

８
月

２
月

未定

…授業日 …試験日

主として夏季休業中　

…予備日

前期
授業
日数

後期
授業
日数

※ 左記授業日数には定期試験日は含まず。

※　予備日は授業日数には含まず。 ※　予備日は授業日数には含まず。

…授業日 …試験日 …予備日

令和５年度理学部教務関係行事予定表
月 月

ᵒ ᵐ日 月 火 水 木 金 土 日 (火) 新入生オリエンテーション(予定） 日 月 火 水 木 金 土 日 (月) 後期授業開始(共通教育科目・専門教育科目)

ᵏ ᵒ ᵓ ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵗ日 (火) ～ 日 (水) 新入生履修申請(共通教育科目等・専門教育科目) 日 (月) ： スポーツの日

ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵔ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ日 (木) 新入生向けプログラム企画(予定） 10日(火)～11日(水) 履修申請変更日(共通教育科目等・専門教育科目)

ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵕ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ日 (金) ： 午前 入学式

ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵕ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ日 (金) ： 午後 新入生追加履修申請(共通教育科目)

ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵏ ᵎ ᵐ ᵗ ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ日 (月) 前期授業開始(共通教育科目、専門教育科目)

ᵑ ᵎ ᵏ ᵒ ᵏ ᵕ日 (金) ～ 日 (月) 履修申請変更日(共通教育科目等・専門教育科目)

ᵐᵗ 日 (土) ： 昭和の日

中旬～下旬 教育実習事前指導

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ４月中 学生定期健康診断

曜日 月 火 水 木 金 曜日 月 火 水 木 金

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

午後 ・ ・ ・ ・ ・ 午後 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

　 　 　 　 　 　

ᵑ ᵑ日 月 火 水 木 金 土 日 (水) ： 憲法記念日 日 月 火 水 木 金 土 日 (金) ：

ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵒ ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵖ日 (木) ： みどりの日 日 (水) 金曜日の振替授業

ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵓ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵎ ᵏ ᵑ日 (金) ： こどもの日 　 日 (金) ～ 日(月) 休講日（大学祭のため）

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ᵖ 日 (月) ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵒ金曜日の振替授業 日 (火) 予定　ＡＯ型選抜：数理情報科学PG、物理・宇宙PG

ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵏ ᵓ ᵏ ᵗ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵏ ᵓ日 (月) ～ 日 (金) 履修申請取下期間（専門教育科目） 日 (水) 鹿児島大学記念日

ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ ᵑ ᵎ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ日 (火) 予備日 日 (木) ～ 日(金) 履修申請取下期間（専門教育科目）

ᵐᵏ5月～10月 教育実習(４週間又は２週間) 日 (火) 予備日

曜日 月 火 水 木 金 曜日 ᵐᵑ月 火 水 木 金 日 (木) ： 勤労感謝の日

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ᵑ ᵑ ᵒ ᵒ ᵑ 下旬～12月初旬 翌年度実施の介護等体験説明会（２年生）

午後 ・ ・ ・ ・ ・ 午後 ・ ・ ・ ・ ・

日 月 火 水 木 金 土 下旬 教員選考試験対策講演会 日 月 火 水 木 金 土

ᵏ ᵐ ᵑ ᴾ ᵏ ᵐ ᵐᵖ下旬 翌年度実施の教育実習の手続説明会 日 (木) ～ 1月3日（水） 冬季休業

ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵐᵑ ᵑ ᵎ日 (金) ～ 日 (金) 第2ターム科目履修申請取下期間（専門教育科目） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・

・・

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ　

曜日 月 火 水 木 金 　 　 　 曜日 月 火 水 木 金

午前 ᵒ ᵒ ᵒ ᵓ ᵓ 　 　 午前 ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ ᵒ 　 　 　 　

午後 ᵒ ᵒ ᵒ ᵓ ᵓ 　 　 　 午後 ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ ᵒ 　 　 　 　

ᵏ日 月 火 水 木 金 土 翌年度実施の博物館実習の手続説明会（３年生） 日 月 火 水 木 金 土 日 (月) ： 元日

・ ・・ 日 ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ(月) ： 海の日

ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵐᵖ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵒ日 (金) 予備日 日 (木) 授業開始(共通教育科目・専門教育科目)

ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵖ下旬 理学部紹介・入試説明会 日 (月) ： 成人の日 　

ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵗ下旬 インターンシップ事前研修会 日 (火) 月曜日の振替授業

ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ ᵏ ᵐ７月～翌年２月　 介護等体験(特別支援学校２日間) 日 (金) 休講日　(大学入学共通テスト設営のため)

ᵑ ᵎ ᵑ ᵏ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ日 (土) ～ 日(日) 大学入学共通テスト

ᵑ ᵏ 日 (水) 予備日

曜日 月 火 水 木 金 　 曜日 月 火 水 木 金

午前 ᵒ ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ 　 午前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

午後 ᵒ ᵒ ᵒ ᵒ ᵑ 　 　 午後 ᵒ ᵑ ᵑ ᵒ ᵑ ᴾ　 　 　

　

ᵏ ᵗ日 月 火 水 木 金 土 日 (　　) オープンキャンパス　（未定）　 日 月 火 水 木 金 土 日 (木) ～ 日(金) 後期末試験

ᵏ ᵐ ᵑ ᵒ ᵓ ᵏ ᵕ ᵏ ᵐ ᵑ ᵑ日 (火) ～ 日 (月) 前期末試験 日 (土)

ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵖ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵎ日 (火) 試験予備日

ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵏ ᵏ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵕ ᵒ日 (金) ： 山の日 日 (日) 予定：自己推薦型選抜

ᵐᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵗ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵖ日 (水) ～ 9月30日(土) 夏季休業（集中講義あり） 日 (木) 試験予備日

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 日 (　) ～ 日 (　) ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵏ ᵏ後期研究生・科目等履修生願書受付期間(予定） 日 (日) ：建国記念の日

ᵏ ᵐ中旬 介護等体験事前指導 日 (月) ：振替休日

ᵐᵏ主として夏季休業中　 介護等体験(社会福祉施設5日間) 日 (水) 後期成績発表(共通教育科目等・専門教育科目)　

ᵐᵏ博物館実習 日 (水) ～ 2月28日(水) 後期成績等の開示請求期間（専門教育科目）

曜日 月 火 水 木 金 曜日 ᵐᵑ月 火 水 木 金 日 (金) ：天皇誕生日

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵏ ᵐᵓ ᵐᵔ日 (日) ～ 日 (月) 一般選抜学力検査（前期日程）理学部は25日（土）のみ

午後 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ 　 　 　 午後 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵏ 日 (　) ～ 日 (　) 次年度前期研究生・科目等履修生願書受付期間（予定）

　 　 　 　 　 　

ᵏ ᵏ日 月 火 水 木 金 土 日 (金) 前期成績発表(共通教育科目等、専門教育科目)　 日 月 火 水 木 金 土 日 (金) 臨時教務委員会　卒業判定（案）審議

ᵏ ᵐ ᵏ ᵖ ᵏ ᵐ日 (金) ～ 日 (金) 前期成績等の開示請求期間（専門教育科目） 初旬 卒業判定会議（予定）

ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵕ ᵖ日 (木) ～ 日 (金) 後期履修申請期間(共通教育科目等・専門教育科目) ᵑ ᵒ ᵓ ᵔ ᵕ ᵖ ᵗ ᵏ ᵐ 日 (火) 　 　 　 　 一般選抜学力検査（後期日程）理学部面接試験

ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵐ ᵎ ᵏ ᵎ ᵏ ᵏ ᵏ ᵐ ᵏ ᵑ ᵏ ᵒ ᵏ ᵓ ᵏ ᵔ ᵏ ᵑ ᵏ ᵓ日 (水) ９月卒業判定会議 日 (水) ～ 日(金) 次年度前期履修申請(共通教育科目等、専門教育科目)

ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵏ ᵖ ᵏ ᵕ ᵏ ᵖ ᵏ ᵗ ᵐ ᵎ ᵐᵏ ᵐᵐ ᵐᵑ ᵐ ᵎ日 (月) ： 敬老の日 日 (水) ： 春分の日 　

ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵐᵑ ᵐᵒ ᵐᵓ ᵐᵔ ᵐᵕ ᵐᵖ ᵐᵗ ᵑ ᵎ ᵐᵓ日 (土) ： 秋分の日 日 (月) 卒業式・臨時教務委員会　進級判定（案）審議

ᵐᵗ ᵑ ᵏ日 (金) ９月卒業式

ᴾ9月～11月 教育実習事後指導　

曜日 月 火 水 木 金 曜日 ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ月 火 水 木 金 　

午前 ・ ・ ・ ・ ・ 午前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

午後 ・ ・ ・ ・ ・ 午後 ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᵎ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ　

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ 　 　 　 　 　

曜　　日 前　期　行　事　等 曜　　日 後　期　行　事　等

４
月

１０
月

５
月

１１
月

文化の日

６
月

１２
月

９
月

３
月

予定：学校推薦型選抜Ⅱ（化学PG・生物学PG・地球科学
PG）,私費外国人学部留学生選抜、国際バカロレア選抜

７
月

１
月

中旬

　

８
月

２
月

未定

主として夏季休業中　



理学部の理念

　「 理学」 は、 自然現象の中に潜む真理を 探究する 学問であり 、 そこ で明ら かにさ れた自然法則は人類の英

知や文化の中に蓄積さ れ、 科学技術の発展を 支えてき まし た。 こ う し て現代社会は豊かなも のになり まし た

が、 豊かさ の裏では環境やエネルギーなどに関する 新たな課題も 生じ まし た。 こ のよ う な問題を 解決する た

めにも 、 真理の探究と 共に、 物事の原理を 基礎から 理解する 「 理学」 のさ ら なる 進展は不可欠です。 鹿児島

大学理学部は南九州と いう 自然に恵まれた地理的特色を 生かし ながら 、 基礎科学を 中心と する 自然科学の最

新の教育・ 研究を 進めます。

理学部の教育目標

　 鹿児島大学理学部は多様な科学的問題に対応でき る「 幅広い課題探求能力の育成」 を 図るこ と を 目標と し 、

次のよう な人材の育成を 目指し ます。

　 　 ・ 創造的で指導的な役割を 担う 専門的職業人と し て活躍でき る 人材

　 　 ・ 未知の課題に挑戦する 研究者・ 技術者と し て活躍でき る高度な研究能力を 有する 人材

－ 1 －
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は　 じ　 め　 に

理学部長　 小山　 佳一　 　

　 新入学生の皆さ ん、 理学部への入学を心より 歓迎いたし ます。 皆さ んがこ れまでに進めてき た努力や

活動が実り 、 こ こ 理学部での大学生活が始まり まし た。 皆さ んは、 こ れから の４ 年間、 理学部で数学や

理科の専門的学問や研究の手法等を学び、 卒業後の夢の実現に向けて、 新たなスタ ート を切っ たこ と に

なり ます。

　 大学での「 学修」 は、 義務教育や高校までの「 学習」 と は異なり 、 自ら の望む学問を 主体的に学び、

励んで、 身につけるこ と です。 そのため、 大学で受ける講義は、 自分の目的に沿っ て自主的に決めてい

き ます。 さ ら に、 大学では専門的な知識と 技能の修得だけでなく 、 学士と し て身につけるべき 教養知識

も 学修する必要があり ます。 皆さ んの夢や可能性、自己実現を考え、「 共通教育履修案内」 およびこ の「 履

修の手引き 」 などを熟読し てく ださ い。

　 理学部での卒業要件単位は、 共通教育科目 3 0 単位以上、 専門教育科目 8 4 単位以上、 合計 1 2 4 単

位以上です。 こ の卒業要件単位と は別に、 教育職員免許など資格取得を目指す学生は、 それに必要な講

義の単位を取得し なければなり ません。 どの期にどの講義を修得するのか、 卒業までの４ 年間を見通し

て、 鹿児島大学のホームページで公開さ れている講義概要（ シラ バス） を参考に、 し っ かり と 自分の履

修計画を立ててく ださ い。

　 理学と は、 自然現象の中に潜む真理を探求する学問です。 理学部では理学に関わる 先端研究を 教員、

大学院生、 卒論生達によっ て進めら れています。 先端研究を行う には、 先人たちが研究し 体系化し た自

然科学の原理、 法則、 知識等を深く 学修する必要があり ます。

　 理学部理学科は、 数理情報プログラ ム、 物理・ 宇宙プログラ ム、 化学プログラ ム、 生物学プログラ ム、

地球科学プログラ ムの専門教育課程をおき 、 理学を学修でき る教育体制を整えています。 各プログラ ム

には、 固有の教育目標を達成するための、 必修科目、 選択必修科目、 プログラ ム指定科目、 選択科目が

用意さ れており 、 こ の履修の手引き に記載さ れています。

　 理学部では、 研究意欲ある学生が１ 年生から 本格的な研究を体験でき て、 課題探究能力と 研究成果の

発表能力の向上を目指し た、「 理数教育プロ ジェ ク ト コ ース」 も 用意し ています。 こ のコ ースで成績優

秀な学生は、 理学部教員が属する大学院の授業も 先取り 履修でき 、 鹿児島大学大学院理工学研究科理学

専攻での高度な研究活動を早期に実施するこ と も 可能です。 こ のコ ースについても 記載さ れていますの

で、 ぜひ確認し てく ださ い。

　 また、 教育職員免許や学芸員資格、 測量士補資格を取得するための履修条件などが記載さ れています

ので、 取得希望の学生は間違いがないよう によく 読んでく ださ い。

　 皆さ んは、 高い見識を持っ た社会人になると 期待さ れており 、 成人し た大学生と し ての自覚を持ち 、

責任ある行動が求めら れます。 理学部での４ 年間を大変有意義に過ごし 、 皆さ んが大き く 成長し て、 将

来、 社会で活躍するこ と を期待し ています。
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鹿児島大学理学部規則
平 成1 6 年 ４ 月 １ 日

理 規 則 第 １ 号

　 　 　 第１ 章　 総　 　 則
（趣 　 　 　 旨）

第 １ 条 　 こ の 規 則 は、 鹿 児 島 大 学 理 学 部 （ 以 下 「 本 学 部」 と い う 。） の 教 育 に 関 し 、 鹿 児 島 大 学 学 則 （ 平

成1 6 年 規 則 第8 6 号。 以 下「 学 則」 と い う 。）、鹿 児 島 大 学 共 通 教 育 科 目 履 修 規 則（ 平 成1 6 年 規 則 第1 1 5 号。

以 下 「 履 修 規 則」 と い う 。） 及 び そ の 他 諸 規 則 に 定 め る も の の ほ か、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

（ 学 科 及 び プ ロ グ ラ ム）

第 ２ 条 　 本 学 部 に 理 学 科 を 置 く 。

２ 　 理 学 科 に 次 の プ ロ グ ラ ム を 置 く 。

　 　 数 理 情 報 科 学 プ ロ グ ラ ム

　 　 物 理 ・ 宇 宙 プ ロ グ ラ ム

　 　 化 学 プ ロ グ ラ ム

　 　 生 物 学 プ ロ グ ラ ム

　 　 地 球 科 学 プ ロ グ ラ ム

（ 目 　 　 　 的）

第 ２ 条 の ２ 　 本 学 部 は、 自 然 に 潜 む 真 理 を 探 究 し 、 物 事 の 原 理 を 基 礎 か ら 理 解 し 、「 理 学」 を 楽 し め る 学

生 を 育 成 す る こ と を 目 的 と す る 。

２ 　 本 学 部 の 人 材 養 成 の 目 標 に つ い て 、 次 の と お り 定 め る 。

　 　（ 1 ） 創 造 的 で 指 導 的 な 役 割 を 担 う 専 門 的 職 業 人 と し て 活 躍 で き る 人 材 を 養 成 す る 。

　 　（ 2 ） 未 知 の 課 題 に 挑 戦 す る 研 究 者・ 技 術 者 と し て 活 躍 で き る 高 度 な 研 究 能 力 を 有 す る 人 材 を 養 成 す る 。

（ 修 業 年 限）

第 ３ 条 　 本 学 部 の 修 業 年 限 は ４ 年 と す る 。

（ 学 　 　 　 期）

第 ４ 条 　 学 期 は、 次 の と お り と す る 。

　 　 　 第 １ 期 ……… １ 年 次 前 期

　 　 　 第 ２ 期 ……… １ 年 次 後 期

　 　 　 第 ３ 期 ……… ２ 年 次 前 期

　 　 　 第 ４ 期 ……… ２ 年 次 後 期

　 　 　 第 ５ 期 ……… ３ 年 次 前 期

　 　 　 第 ６ 期 ……… ３ 年 次 後 期

　 　 　 第 ７ 期 ……… ４ 年 次 前 期

　 　 　 第 ８ 期 ……… ４ 年 次 後 期

２ 　 毎 学 年 の 前 期 は、 ４ 月 １ 日 か ら ９ 月3 0 日 ま で と し 、 後 期 は、 1 0 月 １ 日 か ら 翌 年 ３ 月3 1 日 ま で と す る 。

　 　 第２ 章　 履修方法
（ 履 修 方 法）

第 ５ 条 　 本 学 部 学 生 （ 以 下 「 学 生」 と い う 。） は、 共 通 教 育 科 目 及 び 専 門 教 育 科 目 を 、 前 条 第 １ 項 に 定 め

る 第 １ 期 か ら 履 修 す る 。

２ 　 一 般 選 抜 （ 後 期 日 程） 及 び 国 際 バ カ ロ レ ア 選 抜 で 入 学 し た 学 生 は、 第 ３ 期 以 降 に お い て は、 第 ２ 条 第

２ 項 に 定 め る プ ロ グ ラ ム を 選 択 し 、 そ れ ぞ れ の 教 育 課 程 の 定 め る と こ ろ に 従 っ て 履 修 す る 。

（ 履 修 科 目 の 登 録 の 上 限）

第 ６ 条 　 学 生 が 各 学 期 に 卒 業 要 件 の 単 位 数 と し て 登 録 す る こ と が で き る 授 業 科 目 の 単 位 数 は2 0 単 位 と す

る 。

２ 　 前 項 の2 0 単 位 の 中 に は、 集 中 講 義、 教 育 の 基 礎 的 理 解 に 関 す る 科 目 等 、 各 教 科 の 指 導 法、 学 芸 員 の

資 格 取 得 に 関 す る 科 目 、 学 外 実 習 （ イ ン タ ー ン シ ッ プ ）、 再 履 修 科 目 （ 履 修 登 録 を し 、 単 位 を 取 得 で き

な か っ た 科 目 及 び 単 位 を 取 得 し た 後 に グ レ ー ド ・ ポ イ ン ト （ 以 下 「 Ｇ Ｐ 」 と い う 。） の 値 を 更 新 し よ う

と す る 科 目） 及 び 別 に 指 定 す る 科 目 は 含 め な い。

（ 共 通 教 育 科 目）

第 ７ 条 　 共 通 教 育 科 目 の 履 修 に つ い て は、 履 修 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ る 。

（ 授 業 科 目）

第 ８ 条 　 本 学 部 に お い て 開 設 す る 授 業 科 目 の 名 称 及 び 単 位 数 に つ い て は、 学 科 課 程 表 に よ り 別 に 定 め る 。

２ 　 授 業 は、 講 義、 演 習、 実 験 ・ 実 習 及 び 特 別 研 究 と す る 。

３ 　 授 業 時 間、 担 当 教 員 及 び 教 室 は、 あ ら か じ め 公 示 す る 。

－ 5 －



（ 履 修 申 請）

第 ９ 条 　 学 生 は、 各 学 期 の 始 め に 、 本 学 部 の 指 定 す る 期 日 内 に 所 定 の 履 修 申 請 方 法 に よ り 履 修 す る 科 目 を

届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

２ 　 他 学 部 等 の 授 業 を 受 け よ う と す る 者 は、 そ の 科 目 名、 授 業 担 当 教 員 名、 授 業 時 間 等 を 届 け 出 て 、 学 部

長 を 経 て 当 該 学 部 長 等 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い。

３ 　 履 修 登 録 の 変 更 は、 原 則 と し て 認 め な い 。 た だ し 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は、 履 修 登 録

を 取 り 消 す こ と が で き る 。

　（ 1 ） 病 気 や 怪 我 等 で 長 期 欠 席 と な る た め に、 医 師 の 診 断 書 を 添 付 し て 履 修 登 録 取 消 申 請 を し た 場 合

　（ 2 ） 履 修 登 録 の 確 定 後 所 定 の 期 間 内 に、 履 修 登 録 取 消 申 請 を し た 場 合

（ 単 　 　 　 位）

第1 0 条 　 授 業 科 目 を 履 修 し た 学 生 に 対 し て は 、 試 験 そ の 他 の 本 学 部 が 定 め る 適 切 な 方 法 （ 以 下 「 試 験 等」

と い う 。） に よ り 学 修 の 成 果 を 評 価 し て 単 位 を 認 定 す る も の と す る 。

２ 　 単 位 の 計 算 方 法 は、 １ 単 位 の 授 業 科 目 を 4 5 時 間 の 学 修 を 必 要 と す る 内 容 を も っ て 構 成 し 、 授 業 の 方

法 に 応 じ 、 当 該 授 業 に よ る 教 育 効 果、 授 業 時 間 外 に 必 要 な 学 修 等 を 考 慮 し て 、 原 則 と し て 次 の 基 準 の と

お り と す る 。

　（ 1 ） 講 義 に つ い て は、 1 5 時 間 の 講 義 を も っ て １ 単 位 と す る 。

　（ 2 ） 演 習 に つ い て は、 3 0 時 間 の 演 習 を も っ て １ 単 位 と す る 。 た だ し 、 教 育 効 果 を 考 慮 し て 必 要 が あ る

と き は、 1 5 時 間 の 演 習 を も っ て １ 単 位 と す る こ と が あ る 。

　（ 3 ） 実 験 ・ 実 習 に つ い て は、 3 0 時 間 か ら 4 5 時 間 ま で の 範 囲 の 時 間 の 実 験 ・ 実 習 を も っ て １ 単 位 と す る 。

（ 卒 業 認 定）

第1 1 条 　 第 ３ 条 に 定 め る 修 業 年 限 に 相 当 す る 在 学 期 間 を 有 し 、 か つ 、 別 に 定 め る 所 定 の 単 位 を 修 得 し な

け れ ば な ら な い 。

２ 　 本 学 部 の 共 通 教 育 科 目 及 び 専 門 教 育 科 目 の 要 修 得 最 低 単 位 数 は、 別 に 定 め る 。

３ 　 教 育 の 基 礎 的 理 解 に 関 す る 科 目 等、各 教 科 の 指 導 法、学 芸 員 の 資 格 取 得 に 関 す る 科 目 及 び 学 外 実 習（ イ

ン タ ー ン シ ッ プ ） の 単 位 は、 卒 業 の 認 定 単 位 に は 算 入 し な い。

４ 　 他 大 学 又 は 本 学 他 学 部 で 修 得 し た 単 位 は、 教 授 会 の 議 を 経 て そ の 全 部 又 は 一 部 を 本 学 部 の 単 位 と し て

認 定 す る こ と が あ る 。

５ 　 卒 業 の 時 期 は 原 則 と し て ３ 月 と す る 。 た だ し 、 ９ 月 の 卒 業 を 希 望 す る 者 は、 所 定 の 願 書 を 本 学 部 の 指

定 す る 期 日 ま で に 学 部 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い。

６ 　 卒 業 認 定 に 使 用 す る 成 績 は、 卒 業 判 定 会 議 ま で に 発 表 さ れ た も の と す る 。

（ 早 期 卒 業）

第1 1 条 の ２ 　 前 条 第 １ 項 の 規 定 に か か わ ら ず、 教 授 会 は 学 則 第5 1 条 に 定 め る と こ ろ に よ り 、 本 学 部 に ３

年 以 上 在 学 し た 本 学 部 学 生 で 成 績 優 秀 な 者 に つ い て は、 卒 業 を 認 め る こ と が で き る 。

２ 　 前 項 の 早 期 卒 業 に 関 す る 細 則 は、 別 に 定 め る 。

（ 教 育 職 員 免 許 資 格 の 取 得）

第1 2 条 　 教 育 職 員 免 許 資 格 を 取 得 し よ う と す る 者 は、 教 育 職 員 免 許 法 （ 昭 和2 4 年 法 律 第1 4 7 号 ） 及 び 教

育 職 員 免 許 法 施 行 規 則 （ 昭 和2 9 年 文 部 省 令 第2 6 号） に 定 め る 所 要 の 単 位 を 修 得 し な け れ ば な ら な い。

２ 　 教 育 職 員 免 許 資 格 を 取 得 す る た め に 修 得 す べ き 最 低 単 位 数 及 び 修 得 方 法 は、 別 に 定 め る 。

（ 学 芸 員 と な る 資 格 の 取 得）

第1 3 条 　 学 芸 員 と な る 資 格 を 取 得 し よ う と す る 者 は、 博 物 館 法 （ 昭 和2 6 年 法 律 第2 8 5 号 ） 及 び 博 物 館 法

施 行 規 則 （ 昭 和3 0 年 文 部 省 令 第2 4 号） に 定 め る 所 定 の 単 位 を 修 得 し な け れ ば な ら な い。

２ 　 学 芸 員 と な る 資 格 を 取 得 す る た め に 修 得 す べ き 単 位 数 及 び 履 修 方 法 は 別 に 定 め る。

　 　 第３ 章　 成績の判定・ 評価
（ 試 験 の 方 法 及 び 時 期）

第1 4 条 　 試 験 は、 筆 記 試 験、 口 述 試 験 又 は レ ポ ー ト 等 と す る 。 た だ し 、 演 習 及 び 実 験・ 実 習 等 に つ い て は、

試 験 を 行 わ な い で 平 素 の 成 績 に よ り 考 査 す る こ と が あ る 。

２ 　 試 験 等 は、 学 期 又 は 学 年 の 終 り に 授 業 担 当 教 員 が 行 う 。 た だ し 、 必 要 が あ る と き は、 臨 時 に 行 う こ と

が あ る 。

（ 成 績 の 判 定 ・ 評 価 を 受 け る 資 格）

第1 5 条 　 学 生 は、 所 定 の 手 続 き を 経 て 受 講 し 、 授 業 総 時 数 の ３ 分 の ２ 以 上 の 出 席 に よ り 判 定 ・ 評 価 を 受

け る こ と が で き る 。 た だ し 、 担 当 教 員 が や む を 得 な い 事 情 に よ り 欠 席 し た と 認 め た 場 合 は、 当 該 欠 席 に

係 る 補 講 等 を 行 う こ と に よ り 、 そ の 補 講 等 を 出 席 に 係 る 授 業 時 数 に 加 え る こ と が で き る も の と す る 。

（ 追 　 試 　 験）

第1 6 条 　 学 生 が や む を 得 な い 理 由 に よ り 受 験 で き な か っ た 場 合 は、 追 試 験 を 行 う こ と が あ る 。

２ 　 追 試 験 を 受 け よ う と す る 者 は、 授 業 担 当 教 員 の 承 認 を 得 て 追 試 験 願 を 提 出 し な け れ ば な ら な い。
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（ 再 　 試 　 験）

第1 7 条 　 試 験 等 の 結 果、 不 合 格 の 科 目 に つ い て は、 授 業 担 当 教 員 の 判 定 に よ り 再 試 験 を 行 う こ と が あ る 。

２ 　 再 試 験 を 受 験 で き る 者 は、 成 績 通 知 表 等 に よ り 通 知 す る 。

３ 　 再 試 験 に お い て は、 7 0 点 以 上 の 成 績 は 認 定 し な い。

４ 　 再 試 験 は、 前 期 授 業 科 目 に つ い て は1 0 月 末 日、 後 期 授 業 科 目 に つ い て は ５ 月 末 日 ま で に 実 施 す る 。

た だ し 、 卒 業 年 次 の 学 生 に つ い て は、 当 該 学 期 に 再 試 験 を 行 う 。

（ 成 績 の 評 価）

第1 8 条 　 成 績 の 評 価 は、1 0 0 点 満 点 で Ａ （ 9 0 点 以 上）、Ｂ （ 8 0 ～ 8 9 点）、Ｃ （ 7 0 ～ 7 9 点）、Ｄ （ 6 0 ～ 6 9 点）

又 は Ｆ （ 6 0 点 未 満） と 評 価 し 、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ を 合 格、 Ｆ を 不 合 格 と す る 。 ま た 、 単 位 認 定 科 目 及 び 他

大 学 等 単 位 互 換 科 目 の 成 績 の 評 価 に つ い て は、 合 格 （ Ｐ ）、 不 合 格 （ Ｎ Ｐ ） と す る 。

２ 　 前 項 の ５ 段 階 評 価 を も と に Ｇ Ｐ を 付 与 し て 、 Ｇ Ｐ の 平 均 値 （ グ レ ー ド ・ ポ イ ン ト ・ ア ベ レ ー ジ （ 以 下

「 Ｇ Ｐ Ａ 」 と い う 。）） を 算 出 し 、 学 習 達 成 度 の 指 標 の 一 つ と す る 。

３ 　 各 科 目 の Ｇ Ｐ の 値 及 び Ｇ Ｐ Ａ の 算 出 方 法 は、 別 表 の と お り と す る 。

（ 成 績 の 通 知）

第1 9 条 　 試 験 等 の 成 績 は、 所 定 の 方 法 に よ り 原 則 と し て 学 期 ご と に 発 表 す る 。 た だ し 、 ２ 期 以 上 に ま た

が る 科 目 に つ い て は、 最 終 学 期 に 発 表 す る こ と が あ る 。

（ 成 績 の 更 新）

第2 0 条 　 成 績 の 評 価 が 不 合 格 と な っ た 科 目 及 び 単 位 を 修 得 し た 後 に Ｇ Ｐ の 値 を 更 新 し よ う と す る 科 目 は 、

再 履 修 の 申 請 を 行 う こ と が で き る も の と す る 。

２ 　 再 履 修 登 録 の 変 更 は、 第 ９ 条 第 ３ 項 第 １ 号 に 定 め る 場 合 を 除 き 、 認 め な い 。

３ 　 再 履 修 が 確 定 し た 時 点 で 当 該 科 目 の 評 価 は 取 り 消 す も の と す る 。 た だ し 、 第 ９ 条 第 ３ 項 第 １ 号 に 基 づ

き 再 履 修 登 録 を 取 り 消 し た 場 合 は、 既 評 価 に 復 す る も の と す る 。

　 　 第４ 章　 学　 　 位
（ 学 　 　 　 位）

第2 1 条 　 卒 業 者 に は、 学 士 （ 理 学） の 学 位 を 与 え る 。

　 　 第５ 章　 再入学及び 編入学
（ 再 　 入 　 学）

第2 2 条 　 学 則 第3 4 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 本 学 部 を 退 学 し 、 又 は 除 籍 （ 学 則 第5 7 条 第 １ 号 に 基 づ く 除 籍

を 除 く 。） （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 退 学 等 」 と い う 。） さ れ た 者 が 更 に 本 学 部 に 入 学 を 志 願 す る と き は、

次 に 掲 げ る 事 由 に つ い て 教 授 会 で 審 査 し 、 選 考 の 上、 入 学 を 許 可 す る こ と が あ る 。

　（ 1 ） 再 入 学 の 時 点 で 退 学 等 後 ３ 年 を 超 え て い な い こ と 。

　（ 2 ） 退 学 等 前 に 相 当 数 の 単 位 を 修 得 し て い る こ と 。

２ 　 前 項 の 規 定 に よ り 再 入 学 を 許 可 さ れ た 学 生 は、 退 学 等 前 に 所 属 し た 学 科 に 所 属 し 、 退 学 等 前 の 卒 業 要

件 に 従 う も の と す る 。

３ 　 入 学 の 時 期 は、 原 則 と し て 学 年 の 始 め と す る 。

４ 　 修 業 年 限 は、 再 入 学 後 の 修 業 期 間 と 退 学 等 前 の 修 業 期 間 と 通 算 し 、 修 得 す べ き 単 位 数 は、 退 学 等 前 に

修 得 し た 科 目 の 単 位 数 と 通 算 す る 。

５ 　 在 学 期 間 は、 退 学 等 の 期 間 を 含 め、 最 初 の 入 学 時 か ら 起 算 し て ８ 年 を 限 度 と す る 。

（ 編 　 入 　 学）

第2 3 条 　 学 則 第3 4 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 本 学 部 に 入 学 を 志 願 す る 者 が あ る と き は、 教 授 会 に お い て 選 考

の 上、 入 学 を 許 可 す る こ と が あ る 。

２ 　 前 項 の 編 入 学 に 関 す る 細 則 は、 別 に 定 め る 。

　 　 第６ 章　 転入学、 転学部及び 転プ ロ グ ラ ム
（ 転 　 入 　 学）

第2 4 条 　 他 の 大 学 に お い て 共 通 教 育 科 目 の 所 定 の 単 位 を 修 得 し た 者 又 は 修 得 し 得 る 見 込 の あ る 者 で 、 学

則 第3 5 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 本 学 部 に 入 学 を 志 願 す る 者 が あ る と き は、 教 授 会 に お い て 選 考 の 上、 転 入

学 を 許 可 す る こ と が あ る 。

２ 　 前 項 の 転 入 学 に 関 す る 細 則 は、 別 に 定 め る 。

（ 転 　 学 　 部）

第2 5 条 　 学 則 第3 5 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 本 学 部 に 転 学 部 を 志 願 す る 者 又 は 本 学 部 か ら 他 学 部 へ 転 学 部

を 志 願 す る 者 が あ る と き は、 教 授 会 に お い て 選 考 の 上、 転 学 部 を 許 可 す る こ と が あ る 。

２ 　 前 項 の 本 学 部 へ の 転 学 部 に 関 す る 細 則 は、 別 に 定 め る 。

（ 転 プ ロ グ ラ ム）

第2 6 条 　 本 学 部 内 の 転 プ ロ グ ラ ム を 志 願 す る 者 が あ る と き は、 代 議 員 会 に お い て 選 考 の 上、 転 プ ロ グ ラ
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ム を 許 可 す る こ と が あ る 。

２ 　 前 項 の 転 プ ロ グ ラ ム に 関 す る 細 則 は、 別 に 定 め る 。

　 　 第７ 章　 研究生及び 科目等履修生
（ 研 　 究 　 生）

第2 7 条 　 学 則 第6 3 条 の 規 定 に よ り 、 本 学 部 の 研 究 生 を 志 願 す る 者 が あ る と き は、 教 授 会 に お い て 選 考 の

上、 研 究 生 と し て 受 入 れ を 許 可 す る こ と が あ る 。

２ 　 前 項 の 研 究 生 に 関 し て は 、 鹿 児 島 大 学 研 究 生 規 則 （ 平 成1 6 年 規 則 第1 1 3 号） に よ る ほ か、 別 に 定 め

る と こ ろ に よ る 。

（ 科 目 等 履 修 生）

第2 8 条 　 学 則 第6 4 条 の 規 定 に よ り 、 本 学 部 の 一 又 は 複 数 の 授 業 科 目 に つ い て 履 修 を 志 願 す る 者 が あ る と

き は、 当 該 授 業 科 目 の 授 業 に 支 障 の な い 場 合 に 限 り 、 教 授 会 に お い て 選 考 の 上 、 科 目 等 履 修 生 と し て

受 入 れ を 許 可 す る こ と が あ る 。

２ 　 前 項 の 科 目 等 履 修 生 に 関 し て は、 鹿 児 島 大 学 科 目 等 履 修 生 規 則 （ 平 成1 6 年 規 則 第1 1 2 号） に よ る ほ

か 別 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

　 　 附　 則
１ 　 こ の 規 則 は、 平 成1 6 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

２ 　 第 ６ 条 の 規 定 に か か わ ら ず、 平 成1 4 年 度 以 前 に 入 学 し た 者 に つ い て は こ れ を 適 用 し な い。

　 　 附　 則
１ 　 こ の 規 則 は、 平 成1 7 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

２ 　 こ の 規 則 の 施 行 日 の 前 日 に お い て 、 在 学 す る 者 （ 以 下 「 在 学 者 」 と い う 。） 及 び 同 日 以 降 に 在 学 者

の 属 す る 年 次 に 編 入 学、 転 入 学 又 は 再 入 学 す る 者 に つ い て は、 改 正 後 の 第1 8 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、

な お 従 前 の 例 に よ る 。

　 　 附　 則
１ 　 こ の 規 則 は、 平 成1 9 年 ２ 月1 4 日 か ら 施 行 す る 。

２ 　 鹿 児 島大学 理学 部 規 則の 一 部を 改 正する 規 則（ 平成17 年 理 規 則 第１ 号） の 一 部を 次のよう に 改 正する 。

　 　〔 次のよう 〕 略

　 　 附　 則
１ 　 こ の 規 則 は、 平 成2 0 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

２ 　 こ の 規 則 の 施 行 日 の 前 日 に お い て 、 在 学 者 及 び 同 日 以 降 に 在 学 者 の 属 す る 年 次 に 編 入 学、 転 入 学 又

は 再 入 学 す る 者 に つ い て は 、 改 正 後 の 第 ６ 条 第 ２ 項 、 第 ９ 条 第 ４ 項、 第1 8 条 及 び 第2 0 条 の 規 定 に か か

わ ら ず、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

　 　 附　 則
こ の 規 則 は、 平 成2 0 年 ６ 月1 8 日 か ら 施 行 し 、 平 成2 0 年 ５ 月 １ 日 か ら 適 用 す る 。

　 　 附　 則
こ の 規 則 は、 平 成2 1 年 ９ 月2 8 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 附　 則
こ の 規 則 は、 平 成2 2 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 附　 則
こ の 規 則 は、 平 成2 2 年 ７ 月1 4 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 附　 則
こ の 規 則 は、 平 成2 3 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 附　 則
１ 　 こ の 規 則 は、 平 成2 4 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

２ 　 こ の 規 則 の 施 行 日 の 前 日 に お い て 在 学 す る 者 に つ い て は 、 改 正 後 の 第 ６ 条 第 ２ 項 、 第1 1 条 第 ３ 項 及

び 別 表 の 規 定 に か か わ ら ず、 な お 従 前 の 例 に よ る 。
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　 　 附　 則
こ の 規 則 は、 平 成2 4 年1 0 月1 7 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 附　 則
こ の 規 則 は、 平 成2 6 年 ６ 月1 8 日 か ら 施 行 し 、 平 成2 6 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す る 。

　 　 附　 則
こ の 規 則 は、 平 成2 7 年 ９ 月1 6 日 か ら 施 行 し 、 平 成2 7 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す る 。

　 　 附　 則
１ 　 こ の 規 則 は、 平 成2 8 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

２ 　 こ の 規 則 の 施 行 日 の 前 日 に お い て 在 学 す る 者 に つ い て は、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

　 　 附　 則
１ 　 こ の 規 則 は、 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

２ 　 こ の 規 則 の 施 行 日 の 前 日 に お い て 在 学 す る 者 （ 以 下 「 在 学 者 」 と い う 。） 及 び 同 日 以 降 に 在 学 者 の

属 す る 年 次 に 編 入 学、 転 入 学 又 は 再 入 学 す る 者 に つ い て は、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

　 　 附　 則
こ の 規 則 は、 令 和 ２ 年1 2 月1 6 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 附　 則
こ の 規 則 は、 令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 附　 則
こ の 規 則 は、 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

別 表 （ 第1 8 条 関 係）

項 目 評 価 評 語 GP の 値

成 績 評 価

9 0 点 以 上 A ４ 点

8 0 点 以 上 9 0 点 未 満 B ３ 点

7 0 点 以 上 8 0 点 未 満 C ２ 点

6 0 点 以 上 7 0 点 未 満 D 1 点

6 0 点 未 満 F ０ 点

単 位 認 定 科 目 及 び 他 大 学 等

単 位 互 換 科 目 の 成 績 評 価

合 格 P 　

不 合 格 NP

GPA の 算 出 方 法

　　（ 学期・ 年間・ 通算）

　　 GPA ＝ （ ４ × nA ＋３ × nB ＋２ × nC ＋ 1 × nD） ／ （nA ＋ nB ＋ nC ＋ nD ＋ nF）

注1 ） n A 、 n B 、 nC、 n D、 nFは、 それぞれ当該期間に履修し た科目のA 、 B 、

C、 D、 Fに対応する総単位数と する。

注２ ） 教職に 関す る 科目、 学芸員の資格取得に 関す る 科目、 学外実習（イ

ン タ ー ン シ ッ プ ）、 認定科目及び 別に 指定す る 科目は、 Ｇ Ｐ Ａ の算

出対象外と す る 。

－ 9 －



卒業に必要な単位数

（ 外国人留学生用）

理学部規則第1 1 条の規定に従い、 理学科において修得し なければなら ない単位数を示す

科目の種別
卒業に必要な

単位数
卒業要件
単位数

共
通
教
育
科
目

必
修
科
目

初年次教育科目

初年次セミ ナーⅠ ２

2 0

3 2

1 2 6
注２ ）

初年次セミ ナーⅡ －

大学と 地域 ２

体育健康
理論 １

実習 １

情報活用 ２

グローバル
教育科目

英語 ６

異文化理解 ２

日本語・ 日本事情 日本語・ 日本事情 ４ （ ＋４ ） 注１ ）

選
択
必
修
科
目

教養教育科目

教養基礎科目

人文・ 社会
科学分野

初修外国語 －

1 2

選択科目 ４

自然科学分野

実験科目 －

選択科目 ４

基礎教育
入門科目

－

教養活用科目
統合Ⅰ（ 課題発見）

４
統合Ⅱ（ 課題解決）

専
門
教
育
科
目

理
学
部
共
通
科
目

基礎教育科目 選択必修 ３

1 2

8 4

キャ リ ア教育科目 必修 １

基礎専門科目 選択必修 ８

理数教育プロジェ ク ト 科目
選択又は

選択必修　 注３ ）
－

特別講義科目 選択 －

専門科目（ 特別研究又は特別演習） 選択必修　 注４ ） ８
1 2

専門科目（ 論文講読） 選択必修　 注４ ） ４

専門科目（ 講義、 実験、 ゼミ ナール等）
選択必修　 注４ ）

又は選択
6 0 6 0

注１ ） 日本事情の４ 単位は、 人文・ 社会科学分野（ 選択科目） 、 統合Ⅰ又は統合Ⅱの単位に読み替えるこ と ができ る。

注２ ） 共通教育科目と 専門教育科目について、 各科目の要件単位数を合計すると 1 1 6 単位と なる。 卒業要件単位数を満た

すためには、 共通教育科目と 専門教育科目から さ ら に1 0 単位以上を修得する必要がある。

注３ ） 理数教育プロジェ ク ト コ ースの学生にと っ ては選択必修科目であり 、 少なく と も ２ 科目を 履修し 、 ２ 単位以上を修

得する必要がある。

注４ ） 各プログラ ム指定の選択必修科目を履修する必要がある。

注５ ） 進級については、 原則と し て当該プロ グラ ムにおける 進級に必要な単位数を 適用する 。 ただし 、 「初年次セミ ナー

Ⅱ」 を除く 。
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鹿児島大学理学部編入学に関する細則
平 成 1 6 年 ４ 月 １ 日

理 細 則 第 ２ 号

（ 趣　 　 　 旨）
第１ 条 こ の細則は、 鹿児島大学理学部規則（ 平成1 6 年理規則第１ 号） 第2 3 条第の規定に基づき 鹿児島大学理学部（ 以

下「 本学部」 と いう 。） への編入学に関し 、 必要な事項を定めるも のと する。

（ 資　 　 　 格）

第２ 条　 本学部に編入学を志願でき る者は、 次の各号の一に該当する者と する。

　 　（ １ ）　大学を卒業し た者又は卒業見込みの者
　 　（ ２ ）　独立行政法人大学評価・ 学位授与機構により 学士の称号を授与さ れた者又は授与さ れる見込みの者

　 　（ ３ ）　本学に１ 年以上在学し て退学し た者（ 学則第5 7 条の規定により 除籍さ れた者を 含むが、 除籍さ れた年度は在学
期間に含まない。）

　 　（ ４ ）　他大学に１ 年以上在学し て退学し た者

　 　（ ５ ）　短期大学若し く は高等専門学校を卒業し た者又は卒業見込みの者
　 　（ ６ ）　外国において、 学校教育における1 4 年以上の課程を修了し た者又は修了見込みの者

　 　（ ７ ）　専修学校の専門課程（ 修業年限が２ 年以上であるこ と その他の文部科学大臣の定める基準を満たすも のに限る。）

を修了し た者（ 学校教育法第9 0 条第１ 項に規定する者に限る。） 又は修了見込みの者
　 　（ ８ ）　我が国において、 外国の短期大学の課程を有するも のと し て当該外国の学校教育制度において位置付けら れた教

育施設であっ て、 文部科学大臣が別に指定するも のの当該課程を 修了し た者（ 学校教育法第9 0 条第１ 項に規定す

る者に限る。） 又は修了見込みの者

（ 手　 　 　 続）

第３ 条　 本学部に編入学を志願する者は、次に掲げる書類を本学部の指定する期日までに学部長に提出し なければなら ない。
　 　（ １ ）　鹿児島大学理学部編入学願書

　 　（ ２ ）　学業成績証明書（ 出身大学等）
　 　（ ３ ）　その他本学部が必要と 認める書類

（ 選考の方法）
第４ 条　 第２ 条の規定に基づき編入学を志願する者があると きは、必要と 認める科目の学力を検定し 、教授会で詮議の上、

編入学を許可するこ と がある。

２ 　 試験科目は、 面接試験及び学力試験（ 当該プログラ ムの指定し た科目） と する。
３ 　 選考は、 試験の成績、 出身大学等の成績その他必要と 認めるも のについて行う 。

（ 編入学の時期及び入学年次）
第５ 条　 編入学の時期は、 原則と し て学年の始めと し 、 相当年次に入学するも のと する。

（ 既修得単位の認定）

第６ 条　 既修得単位の認定は、 教授会で行う 。

（ 修 業 期 間）

第７ 条　 編入学を許可さ れた者の修業期間は２ 年以上と し 、 修業期間には休学、 停学等の期間は、 算入し ない。

２ 　 在学期間は、 修業期間の２ 倍を超えるこ と はできない。

　 　 附　 　則
　 こ の細則は、 平成1 6 年４ 月１ 日から 施行する。
　 　 附　 　則
　 こ の細則は、 平成1 8 年４ 月1 8 日から 施行する。
　 　 附　 　則
　 こ の細則は、 平成1 9 年４ 月1 4 日から 施行する。

　 　 附　 　則
　 こ の細則は、 平成2 0 年２ 月2 0 日から 施行し 、 平成1 9 年2 月1 4 日から 適用する。

　 　 附　 　則
　 こ の細則は、 平成2 0 年２ 月2 0 日から 施行し 、 平成1 9 年1 2 月2 6 日から 適用する。
　 　 附　 　則
　 こ の細則は、 平成2 0 年４ 月１ 日から 施行する。

　 　 附　 　則
　 こ の細則は、 平成2 2 年４ 月１ 日から 施行する。

　 　 附　 　則
　 こ の細則は、 平成2 6 年６ 月1 8 日から 施行する。

　 　 附　 　則
１ 　 こ の細則は、 令和２ 年４ 月１ 日から 施行する。
２ 　 こ の細則の施行日の前日において在学する者の属する年次に編入学する者については、 なお従前の例による。
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鹿児島大学理学部転入学に関する細則
平 成 1 6 年 ４ 月 １ 日

理 細 則 第 ３ 号

（ 趣　 　 　 旨）

第１ 条　 こ の細則は、 鹿児島大学理学部規則（ 平成1 6 年理規則第１ 号。 以下「 規則」 と いう 。） 第2 4 条第２ 項の規定に

基づき鹿児島大学理学部（ 以下「 本学部」 と いう 。） への転入学に関し 、 必要な事項を定めるも のと する。

（ 資　 　 　 格）

第２ 条　 本学部に転入学を志願でき る者は、 大学に２ 年以上在学し ている者又は在学見込みの者と し 、 所定の単位を修得

し た者又は修得見込の者と する。

（ 手　 　 　 続）

第３ 条　 本学部に転入学を志願する者は、 次に掲げる書類を本学部の指定する期日までに学部長に提出し なければなら な

い。

　 　（ １ ）　鹿児島大学理学部転入学願書

　 　（ ２ ）　学業成績証明書(現に所属する大学)

　 　（ ３ ）　現に在学する大学の学長の許可証

　 　（ ４ ）　その他本学部が必要と 認める書類

（ 選考の方法）

第４ 条　 第２ 条の規定により 転入学を志願する 者がある と き は、 必要と 認める科目の学力を 検定し 、 教授会で詮議の上、

転入学を許可するこ と がある。

２ 　 試験科目は、 面接試験及び学力試験(当該プログラ ムの指定し た科目)と する。

３ 　 選考は、 試験の成績、 現に所属する大学の成績その他必要と 認めるも のについて行う 。

（ 転入学の時期）

第５ 条　 転入学の時期は、 学年の始めと し 、 相当年次に転入する。

（ 既修得単位の認定）

第６ 条　 既修得単位の認定は、 規則及び鹿児島大学共通教育科目履修規則（ 平成1 6 年規則第1 1 5 号） に準じ て教授会で

行う 。

（ 修 業 期 間）

第７ 条　 転入学を許可さ れた者の修業期間は２ 年以上と し 、 修業期間には休学、 停学等の期間は、 算入し ない。

２ 　 在学期間は、 修業期間の２ 倍を超えるこ と はできない。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成1 6 年４ 月１ 日から 施行する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成1 8 年１ 月1 8 日から 施行する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成2 0 年２ 月2 0 日から 施行し 、 平成1 9 年２ 月1 4 日から 適用する。

　 　 附　 　則

１ 　 こ の細則は、 平成2 8 年４ 月１ 日から 施行する。

２ 　 こ の細則の施行日の前日において在学する者の属する年次に転入学する者については、 なお従前の例による。

　 　 附　 　則

１ 　 こ の細則は、 令和２ 年４ 月１ 日から 施行する。

２ 　 こ の細則の施行日の前日において在学する者の属する年次に転入学する者については、 なお従前の例による。
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鹿児島大学理学部転学部に関する細則
平 成 1 6 年 ４ 月 １ 日

理 細 則 第 ４ 号

（ 趣　 　 　 旨）

第１ 条　 こ の細則は、 鹿児島大学理学部規則（ 平成1 6 年理規則第１ 号。 以下「 規則」 と いう 。） 第2 5 条第２ 項の規定に

基づき鹿児島大学理学部（ 以下「 本学部」 と いう 。） への転学部に関し 、 必要な事項を定めるも のと する。

（ 資　 　 　 格）

第２ 条　 本学部に転学部を志願でき る者は、 鹿児島大学に１ 年以上在学し 、 所定の単位を修得し た者と する。

（ 手　 　 　 続）

第３ 条　 本学部に転学部を志願する者は、 規則第２ 条第２ 項に規定するプログラ ムの一つを選定し て、 次に掲げる書類を

本学部の指定する期日までに学部長に提出し なければなら ない。

　 　（ １ ）　転学部願

　 　（ ２ ）　現に在学する学部長の志願許可証

　 　（ ３ ）　学業成績証明書

（ 選考の方法）

第４ 条　 第２ 条の規定に基づき転学部を志願する者があると きは、 教授会は、 次に掲げる事項について詮議の上、 転学部

を許可するこ と がある。

　 　（ １ ）　入学試験における学力検査の成績

　 　（ ２ ）　志願する時点における修得し た科目の成績及び既修得単位数

　 　（ ３ ）　志願プログラ ムが必要と 認める科目の学力試験の成績

　 　（ ４ ）　その他教授会の必要と 認める事項

（ 転学部の時期）

第５ 条　 転学部の時期は学期の始めと する。

（ 単位の認定）

第６ 条　 転学部を許可さ れた者がそれまでに修得し た専門教育科目の単位は、 本学部の課程表に従っ て分類さ れ、 教授会

において認めら れたも のについてのみ本学部の専門教育科目の単位と し て算入さ れる。

２ 　 修得し た共通教育科目の単位は、 本学部において定めた履修基準に従っ て、 教授会の議を経て、 認定さ れる。

（ 修業期間）

第７ 条　 転学部を許可さ れた者の修業期間は、 ２ 年以上と し 、 休学、 停学等の期間は算入し ない。

２ 　 在学期間は、 入学後８ 年を超えるこ と はでき ない。

（ 卒業要件）

第８ 条　 転学部し た者は、 本学部の卒業要件を満たさ なければなら ない。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成1 6 年４ 月１ 日から 施行する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成2 0 年２ 月2 0 日から 施行し 、 平成1 9 年２ 月1 4 日から 適用する。

　 　 附　 　則

１ 　 こ の細則は、 平成2 8 年４ 月１ 日から 施行する。

２ 　 こ の細則の施行日の前日において在学する者については、 なお従前の例による。

　 　 附　 　則

１ 　 こ の細則は、 令和２ 年４ 月１ 日から 施行する。

２ 　 こ の細則の施行日の前日において在学する者の属する年次に転学部する者については、 なお従前の例による。
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鹿児島大学理学部転プログラ ムに関する細則
令 和 ２ 年 ３ 月 1 9 日

理 細 則 第 ２ 号

（ 趣　 　 　 旨）

第１ 条　 こ の細則は、鹿児島大学理学部規則（ 平成1 6 年理規則第１ 号）第2 6 条第２ 項の規定に基づき 鹿児島大学理学部（ 以

下「 本学部」 と いう 。） 学生の転プログラ ムに関し 、 必要な事項を定めるも のと する。

（ 資　 　 　 格）

第２ 条　 本学部学生は、 第２ 期以降に転プログラ ムを志願できる。

（ 手　 　 　 続）

第３ 条　 転プログラ ムを志願する者は、次に掲げる書類を本学部の指定する期日までに学科長に提出し なければなら ない。

　 　（ １ ） 転プログラ ム願

　 　（ ２ ） 学業成績証明書

２ 　 前項の願書には、 現に所属するプログラ ムの教務委員会委員の検印を要する。

（ 選考の方法）

第４ 条　 第２ 条の規定により 転プロ グラ ムを志願する者がある と き は、 代議員会は、 次に掲げる 事項について詮議の上、

転プログラ ムを許可するこ と がある。

　 　（ １ ） 当該プログラ ムの目安定員

　 　（ ２ ） 志願する時点までに修得し た科目の成績及び既修得単位数

　 　（ ３ ） その他代議員会の必要と 認める事項

（ 転プログラ ムの時期）

第５ 条　 転プログラ ムの時期は学期の始めと し 、 第３ 期以降と する。

（ 修業期間）

第６ 条　 転プログラ ムを許可さ れた者の修業期間は、 ２ 年以上と し 、 休学、 停学等の期間は、 算入し ない。

２ 　 在学期間は、 入学後８ 年を超えるこ と はでき ない。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 令和２ 年４ 月１ 日から 施行する。
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鹿児島大学理学部研究生に関する細則
平 成 1 6 年 ４ 月 １ 日

理 細 則 第 ６ 号

（ 趣　 　 　 旨）
第１ 条　 こ の細則は、 鹿児島大学理学部規則（ 平成1 6 年理規則第１ 号） 第2 7 条第２ 項の規定に基づき、 鹿児島大学理学

部（ 以下「 本学部」 と いう 。） の研究生に関し 、 必要な事項を定めるも のと する。

（ 受入れの時期）
第２ 条　 受入れの時期は、 学期の始めと する。

（ 資　 　 　 格）
第３ 条　 本学部研究生と し て志願できる者は、 次の各号の一に該当する資格を有する者と する。
　 　（ １ ）　大学を卒業し た者
　 　（ ２ ）　大学を卒業し た者と 同等以上の学力を有すると 認めら れた者
　 　（ ３ ）　外国において、 学校教育における1 6 年の課程を修了し た者又はこ れと 同等以上の学力を有すると 認めら れた者

（ 手　 　 　 続）
第４ 条　 本学部研究生と し て志願する者は、 原則と し て次に掲げる書類を本学部の指定する期日までに学部長に提出し な

ければなら ない。
　 　（ １ ）　志願書（ 様式第１ 号）
　 　（ ２ ）　履歴書
　 　（ ３ ）　卒業（ 見込） 証明書
　 　（ ４ ）　学業成績証明書
　 　（ ５ ）　在学保証書（ 外国人の場合のみ）
　 　（ ６ ）　旅券の写し （ 外国人の場合のみ）
２ 　 教職、 民間会社等に在職のまま志願する者は、 勤務先の長の承諾書を学部長に提出し なければなら ない。

（ 選 考 方 法）
第５ 条　 研究生の選考は、 当該研究生の受入れ担当教員の意見に基づき 、 教授会がこ れを行う 。

（ 研 究 期 間）
第６ 条　 研究期間は１ 年以内と し 、 研究期間の延長を希望する研究生は、 延期願（ 様式第２ 号） 及び第４ 条第２ 項の承諾

書を学部長に提出し なければなら ない。

（ 研究の修了）
第７ 条　 研究生は、 研究期間が修了し たと き は、 速やかに研究修了届（ 様式第３ 号） を指導教員を経て学部長に提出し な

ければなら ない。

（ 修了証明書）
第８ 条　 学部長は、 前条に規定する研究修了届の提出があっ た者に対し 、 教授会の議を経て、 研究修了証明書（ 様式第４

号） を交付する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成1 6 年４ 月１ 日から 施行する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成1 8 年１ 月1 8 日から 施行する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成2 0 年２ 月2 0 日から 施行し 、 平成1 9 年２ 月1 4 日から 適用する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成2 3 年４ 月１ 日から 施行する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成2 7 年９ 月1 6 日から 施行し 、 平成2 7 年４ 月１ 日から 適用する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 令和元年５ 月3 0 日から 施行し 、 令和元年５ 月１ 日から 適用する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 令和４ 年４ 月１ 日から 施行する。
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鹿児島大学理学部科目等履修生に関する細則
平 成 1 6 年 ４ 月 １ 日

理 細 則 第 ７ 号

（ 趣　 　 　 旨）

第１ 条　 こ の細則は、 鹿児島大学理学部規則（ 平成1 6 年理規則第１ 号） 第2 8 条第２ 項の規定に基づき、 鹿児島大学理学

部（ 以下「 本学部」 と いう 。） の科目等履修生に関し 、 必要な事項を定めるも のと する。

（ 資　 　 　 格）

第２ 条　 本学部の授業科目について履修を志願でき る者は、 次の各号の一に該当する資格を有する者と する。

　 　（ １ ）　高等学校（ 中等教育学校を含む。） を卒業し た者

　 　（ ２ ）　本学部において、 前号と 同等以上の学力を有すると 認めら れた者

（ 手　 　 　 続）

第３ 条　 本学部の授業科目について履修を志願する者は、 次に掲げる書類を本学部の指定する期日までに学部長に提出し

なければなら ない。

　 　（ １ ）　科目等履修生志願書（ 別記様式第１ 号）

　 　（ ２ ）　履歴書（ 別記様式第２ 号）

　 　（ ３ ）　学業成績証明書

　 　（ ４ ）　卒業証明書

２ 　 教職、 民間会社等に在職のまま志願する者は、 前項各号に掲げる書類のほか勤務先の長の科目等履修許可書（ 別記様

式第３ 号） を提出し なければなら ない。

（ 選 考 方 法）

第４ 条　 科目等履修生の選考は、 当該履修科目担当教員の意見に基づき 、 教授会がこ れを行う 。

（ 履 修 期 間）

第５ 条　 科目等履修の期間は、 １ 学期間と し 、 継続し て科目等履修を希望する者は、 その都度手続きを行う も のと する。

（ 単位の認定）

第６ 条　 科目等履修生に対し ては、 本人の希望により 考査を行い、 合格者には単位を認定する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成1 6 年４ 月１ 日から 施行する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成1 8 年１ 月1 8 日から 施行する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成2 0 年２ 月2 0 日から 施行し 、 平成1 9 年２ 月1 4 日から 適用する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 令和４ 年４ 月１ 日から 施行する。
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鹿児島大学理学部早期卒業に関する細則
平 成 2 2 年 ７ 月 1 4 日

理 細 則 第 ２ 号

（ 趣　 　 　 旨）

第１ 条　 こ の細則は、 学校教育法（ 昭和2 2 年法律第2 6 号） 第8 9 条及び鹿児島大学学則（ 平成1 6 年規則第8 6 号） 第5 1

条の規定に基づき 、 鹿児島大学理学部（ 以下「 本学部」 と いう 。） における 早期卒業に関し 必要な事項を定める も のと

する。

（ 早期卒業の対象者）

第２ 条　 早期卒業は、 当該プログラ ムの定める単位を優秀な成績で修得し たと 認めら れる成績優秀者を対象と する。 ただ

し 、 次の各号の一に該当する者は早期卒業の対象と はし ない。

　 　（ １ ） 大学、 短期大学、 高等専門学校等から 編入学又は転入学し た者

　 　（ ２ ） 他学部より 転学部し た者

（ 早期卒業候補者の認定）

第３ 条　 前条の成績優秀者と は、 第４ 期終了時において、 別表第１ の各欄に掲げる 要件全てを 満たす者と する 。 ただし 、

認定単位は修得単位数には含めるが、 成績評価の対象から 除く も のと する。

２ 　 成績優秀者のう ち、 早期卒業を希望する者は第４ 期終了時までに早期卒業候補者の認定を教務委員会委員長に申請し

なければなら ない。

３ 　 教務委員会委員長は、 前項による申請があっ た場合、 当該プログラ ムで審査し 、 早期卒業候補者と し て適格と 判断さ

れた場合は、 学部長に報告し 、 本学部教授会に早期卒業候補者の認定を申請し なければなら ない。

（ 履 修 指 導）

第４ 条　 前条の規定により 本学部教授会で早期卒業候補者と し て認定さ れた者に対し 、 第５ 期以降の履修については、 次

の各号の特別措置を講ずるも のと する。

　 　（ １ ） 各学期の履修科目登録上限単位数2 0 単位を適用除外と する。

　 　（ ２ ） 教務委員会委員長は、各プログラ ム教務委員会委員の推薦に基づき 、早期卒業候補者の指導教員を特別に選任し 、

適切な学習指導を実施する。

　 　（ ３ ） 特別演習及び特別研究等は前号の指導教員のも と で履修さ せる。

（ 早期卒業の要件）

第５ 条　 早期卒業候補者が、 早期卒業するためには、 第６ 期終了時において、 本学部の卒業に必要な単位数を満たし 、 か

つ、 別表第２ の早期卒業要件を満たし ていなければなら ない。

２ 　 第６ 期の成績発表後、 前項について当該プログラ ム及び本学部教授会で審議し 、 早期卒業要件を満たし ていると 判断

し た場合は、 学部長は学長に早期卒業の認定を申請する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成2 2 年７ 月1 4 日から 施行する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成2 2 年1 0 月2 0 日から 施行する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成2 4 年1 0 月1 7 日から 施行する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成2 5 年９ 月1 8 日から 施行する。

　 　 附　 　則

１ 　 こ の細則は、 平成2 8 年４ 月１ 日から 施行する。

２ 　 こ の細則の施行日の前日において在学する者については、 なお従前の例による。
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　 　 附　 　則
１ 　 こ の細則は、 平成2 8 年1 0 月1 9 日から 施行し 、 平成2 8 年４ 月１ 日から 適用する。

２ 　 こ の細則の適用日の前日において在学する者の属する年次に転学科する者については、 なお従前の例による。

　 　 附　 　則
１ 　 こ の細則は、 令和２ 年４ 月１ 日から 施行する。

２ 　 こ の細則の適用日の前日において在学する者については、 なお従前の例による。

別表第１ （ 第３ 条関係）

プログラ ム 早期卒業候補者の認定要件

数 理 情 報 科 学

プ ロ グ ラ ム

（ 1 ） 共通教育科目の卒業要件科目及び卒業要件単位数を全て修得し ているこ と 。

（ 2 ） 第４ 期終了までに開講さ れている数理情報科学プログラ ム指定科目を全て修得し ているこ と 。

（ 3 ） 修得し た卒業要件科目の総計が7 0 単位以上であり 、かつ、その平均点
注）

が9 0 点以上であるこ と 。

物 理・ 宇 宙

プ ロ グ ラ ム

（ 1 ） 共通教育科目の卒業要件科目及び卒業要件単位数を全て修得し ているこ と 。

（ 2 ） 第 4 期終了までに開講さ れている物理・ 宇宙プログラ ム指定科目を全て修得し ているこ と 。

（ 3 ） 修得し た卒業要件科目の総計が7 2 単位以上であり 、 かつ、 修得し た卒業要件科目の9 0 ％以上

の科目の評価が9 0 点以上であるこ と 。

化学プ ロ グラ ム （ 1 ） 共通教育科目の卒業要件科目及び卒業要件単位数を全て満たし ているこ と 。

（ 2 ） 専門教育科目の理学部共通科目の卒業要件科目及び卒業要件単位数を全て修得し ているこ と 。

（ 3 ） 第4 期終了までに開講さ れている 専門教育科目の専門科目の化学プログラ ム指定科目を 全て修

得し ているこ と 。

（ 4 ） 修得し た卒業要件科目の総計が7 8 単位以上であり 、かつ、その平均点注）が9 0 点以上であるこ と 。

生 物 学

プ ロ グ ラ ム

（ 1 ） 共通教育科目の卒業要件科目及び卒業要件単位数を全て修得し ているこ と 。

（ 2 ） 専門教育科目の理学部共通科目の卒業要件科目及び卒業要件単位数を全て修得し ているこ と 。

（ 3 ） 第４ 期終了までに開講さ れている 専門教育科目の専門科目の生物学プロ グラ ム指定科目を 全

て修得し ているこ と 。

（ 4 ） 修得し た卒業要件科目の総単位数が7 8 単位以上であり 、 かつ、 その平均点注） が9 0 点以上であ

るこ と 。

地 球 科 学

プ ロ グ ラ ム

（ 1 ） 共通教育科目の卒業要件科目及び卒業要件単位数を全て修得し ているこ と 。

（ 2 ） 第４ 期終了までに開講さ れている地球科学プログラ ム指定科目を全て修得し ているこ と 。

（ 3 ） 卒業に必要な単位数のう ち7 2 単位以上を修得し 、かつ、その9 5 % 以上が8 0 点以上であるこ と 。

　 注） 平均点は単位数を考慮し た加重平均と し 、 下記の計算方法で求める。

　 　 　 ただし 、 以下の平均点の算出には認定科目は含めない。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　｛（ 修得し た卒業要件科目の単位数） ×（ その科目の点数）｝ の総和

　 　 　 　 　 　 　 平均点　 ＝　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 修得し た卒業要件の単位数

別表第２ （ 第５ 条関係）

学　 科 早期卒業要件

理 学 科 修得し た卒業要件科目の 1 1 8 単位以上が 8 0 点以上であるこ と 。
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鹿児島大学理学部専門教育科目既修得単位認定規則
平 成 1 6 年 ４ 月 １ 日

理 規 則 第 ８ 号

（ 趣　 　 　 旨）

第１ 条　 こ の規則は、鹿児島大学学則（ 平成1 6 年規則第8 6 号） 第4 6 条第４ 項の規定に基づき 、鹿児島大学理学部（ 以下「 本

学部」 と いう 。） への入学者（ 編入学、 転入学等を除く 。 以下同じ 。） の既修得単位の認定について必要な事項を定める

も のと する。

（ 認 定 条 件）

第２ 条　 教育上有益と 認めると き は、 本学部に入学する前に大学又は短期大学(外国の大学又は短期大学を含む。)におい

て、 専門教育科目を１ 単位以上修得し ている場合、 既修得単位の認定を願い出るこ と ができ る。

（ 認定単位数）

第３ 条　 認定する単位数は、 1 6 単位以内と する。

（ 申 請 方 法）

第４ 条　 既修得単位の認定を希望する者は、 次に掲げる書類を所定の期日までに理学部長に提出し なければなら ない。

　 　（ １ ）　既修得単位認定願

　 　（ ２ ）　既修得単位認定申請書

　 　（ ３ ）　学業成績証明書

　 　（ ４ ）　授業内容のわかるも の(シラ バス等の写し )

（ 認 定 方 法）

第５ 条　 既修得単位の認定は、 当該プログラ ムの教務委員会委員が申請者と 面談の上、 書類審査し 、 理学部教務委員会の

審議を経た後、 教授会が行う 。

（ 通　 　 　 知）

第６ 条　 認定の結果は、 理学部長から 当該学生に通知する。

　 　 附　 　則

　 こ の規則は、 平成1 6 年４ 月１ 日から 施行する。

　 　 附　 　則

　 こ の規則は、 平成1 9 年1 2 月2 6 日から 施行する。

　 　 附　 　則

　 こ の細則は、 平成2 8 年４ 月１ 日から 施行する。

　 　 附　 　則

　 こ の規則は、 令和２ 年４ 月１ 日から 施行する。
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理学部転入学・ 転学部に関する申合せ

平成1 1 年３ 月1 9 日

教 授 会 決 定

平成2 1 年５ 月2 0 日一部改正

平成2 1 年９ 月2 4 日一部改正

平成2 2 年４ 月１ 日実施

平成2 2 年７ 月1 4 日一部改正

平成2 8 年1 0 月1 9 日一部改正

令和２ 年３ 月1 9 日一部改正

令和２ 年４ 月１ 日実施

　 理学部への転入学・ 転学部について申し 出があっ た場合、 以下のと おり 対応する。

　 なお、 理学部から 他学部への転学部について申し 出があっ た場合も 鹿児島大学理学部規則（ 平成1 6 年理規則第１ 号）

第2 5 条第１ 項に基づき 、 教務委員会、 代議員会及び教授会で審議する。

１ ． 受入れ条件

　 ① 志望動機が明確であり 、 勉学の意欲があるこ と 。

　 ② 当該プログラ ムの目安定員を考慮し 、 教育・ 研究に支障をき たさ ないと 判断でき るこ と 。

２ ． 志願プログラ ムでのオリ エンテーショ ン

　 　 申請書類の提出に先立ち、 志願者へ当該プログラ ムの内容、 卒業要件、 既修得単位の認定、 入学年次の可能性、 選抜

試験の方法（ 面接、 筆記試験等） などについて、 当該プログラ ムの教務委員会委員が十分な説明を行う 。 ただし 、 転入

学の選抜試験の方針については、 当該プログラ ムの入試委員会委員が十分な説明を行う 。

３ ． 申請手続

　 ①　 転入学は、 前年度の９ 月中に、 理学部転入学に関する細則（ 平成1 6 年理細則第３ 号） 及び本学部が定める 書類を

当該プログラ ム入試委員会委員の確認を受けて学生係が受領する。

　 ②　 転学部は、 １ 月中又は６ 月中に、 理学部転学部に関する細則（ 平成1 6 年理細則第４ 号） 及び本学部が定める書類

を当該プログラ ム教務委員会委員の確認を受けて学生係が受領する。

４ ． 選考

　 ① 当該プログラ ムにより 書類審査を行う 。

　 ② 当該プログラ ムによる書類審査に合格し た場合は、 当該プログラ ムが定める選考方法（ 面接、 筆記試験等） により

判定する。

　 ③　 転入学については、 当該プログラ ムの選考結果を入試委員会及び代議員会で審議し た後、 原則と し て編入学試験判

定時の教授会で審議する。

　 ④　 転学部については、 当該プログラ ムの選考結果を教務委員会及び代議員会で審議し た後、 ３ 月又は９ 月の教授会で

審議する。

　 　 附　 記

１ 　 こ の申合せは、 令和２ 年４ 月１ 日から 実施する。

２ 　 こ の申合せの施行日の前日において在学する者（ 以下「 在学者」 と いう 。） 及び同日以降に在学者の属する年次に転

入学又は転学部する者については、 なお従前の例による。
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理学部転プログラ ムに関する申合せ
令和２ 年３ 月1 9 日

教 授 会 決 定

令和２ 年４ 月1 日実施

　 転プログラ ムについて申し 出があっ た場合、 以下のと おり 対応する。

１ ． 受入れ条件

　 ①　 志望動機が明確であり 、 勉学の意欲があるこ と 。

　 ②　 当該プログラ ムの目安定員を考慮し 、 教育・ 研究に支障をき たさ ないと 判断でき るこ と 。

２ ． 志願プログラ ムでのオリ エンテーショ ン

　 　 申請書類の提出に先立ち、 志願者へ当該プログラ ムの内容、 卒業要件などについて、 当該プログラ ムの教務委員会委

員が十分な説明を行う 。

３ ． 申請手続

　 　 １ 月中又は６ 月中に、 理学部転プログラ ムに関する細則（ 令和２ 年理細則第２ 号） 及び本学部が定める書類を当該プ

ログラ ム教務委員会委員の確認を受けて学生係が受領する。

４ ． 選考

　 ①　 転プログラ ム希望人数が当該プログラ ムの受け入れ可能範囲を超えた場合、当該プログラ ムにより 書類審査を行う 。

　 ②　 当該プログラ ムの選考結果を教務委員会で審議し た後、 ３ 月又は９ 月の代議員会で審議する。
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理学部における 学生の成績等開示請求及び異議申立て等に関する 申合せ

平成2 2 年３ 月1 7 日

教 授 会 決 定

平成2 2 年４ 月１ 日実施

平成2 2 年４ 月1 4 日一部改正

平成2 3 年９ 月1 4 日一部改正

平成2 3 年９ 月1 5 日実施

平成2 3 年1 2 月1 4 日一部改正

平成2 8 年1 0 月1 9 日一部改正

平成2 9 年５ 月1 7 日一部改正

令和２ 年３ 月1 9 日一部改正

令和２ 年４ 月１ 日実施

（ 趣　 　 　 旨）

第１ 　 こ の申合せは、「 学生の成績等開示請求及び異議申立て等への対応に関する全学的指針（ 平成2 2 年１ 月７ 日教育研

究評議会決定）」 に基づき 、 理学部における本学部在学生の成績等開示請求及び異議申立て等（ 共通教育科目等に係る

も のを除く ） に関し 必要な事項を定める。

（ 対 応 組 織）

第２ 　 学生の成績等開示請求及び異議申立て等に対応する組織は、 教務委員会と する。

２ 　 教務委員会委員が当事者である場合は、 学科長を代理委員と する。

（ 成績等の開示請求）

第３ 　 学生は、 以下に示す成績等の開示請求をするこ と ができる。

　 　（ １ ） 授業科目の成績評価

　 　（ ２ ） 進級判定、 卒業判定及び教学上の判定

２ 　 成績等の開示請求の受付期間は以下のと おり と する。

　 　（ １ ） 前項第１ 号の前期授業科目の成績評価については成績発表日から 原則と し て3 0 日以内（ 3 0 日目が休日（ 日曜日、

土曜日、 国民の祝日に関する 法律（ 昭和2 3 年法律第1 7 8 号） に規定する 休日及び1 2 月2 9 日から 翌年の１ 月３ 日

までの日） の場合は、 直後の休日でない日を 期限日と する 。 以下各項における 期限に関する規定について同じ 。）、

後期授業科目の成績評価については成績発表日から 原則と し て1 0 日以内と する。

　 　（ ２ ） 前項第２ 号については発表日から 原則と し て７ 日以内と する。

３ 　 成績等の開示請求を行う 場合は、「 成績等開示及び異議申し 立て等申請書（ 別紙様式１ ）」 を学部長に提出するも のと

する。 ただし 、 国立大学法人鹿児島大学法人文書管理規則（ 平成1 6 年規則第1 3 1 号） に定める 保存期間を 満了し たも

のについては、 開示でき ない。

（ 成績等の開示請求に対する調査）

第４ 　 成績等の開示請求に対する調査は、 開示請求日から 起算し て、 原則と し て７ 日以内に終了するも のと する。 調査で

疑義が生じ た場合は、 学部長と 協議し て解決を図るも のと する。

２ 　 成績等の開示請求に対する 学生への回答は、 開示請求日から 起算し て、 原則と し て1 0 日以内に学部長が行う も のと

する。

３ 　 前項の期間内に回答出来ない場合には、 学部長は当該学生へ開示でき ない理由を説明すると 共に、 回答出来ない状況

を教育担当理事及び学生部長に報告する。

　（ 異議申立て）

第５ 　 学生は、 第３ 第１ 項による成績等の開示結果又は開示請求によら ない在学中の教学上の判定に対し て不服がある場

合には異議申立てをするこ と ができる。

２ 　 成績等の開示結果に対する異議申立ての場合は、 開示結果を受けた日から 起算し て、 原則と し て７ 日以内に行わなけ

ればなら ない。

３ 　 開示請求によら ない在学中の教学上の判定に対する異議申立ては、 随時行う こ と ができる。

４ 　 異議申立ての申請をする場合は、「 成績等開示及び異議申立て等申請書（ 別紙様式１ ）」を学部長に提出するも のと する。

（ 異議申立てに対する調査）

第６ 　 異議申立てに対する調査は、 異議申立て日から 起算し て、 原則と し て５ 日以内に終了するも のと する。

２ 　 異議申立てに対する学生への回答は、 異議申立て日から 起算し て、 原則と し て７ 日以内に学部長が行う も のと する。

７ 日以内に回答出来ない場合は、 学部長が当該学生へ回答でき ない理由を説明する。

３ 　 学部長は、調査等により 過失が認めら れたと き 又は疑義が想定さ れると き等、前項の期間内に解決が困難な場合には、

その内容を学長、 教育担当理事、 総務企画・ コ ンプラ イ アンス推進室長、 監事及び学生部長（ 以下「 学長等」 と いう 。）
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に報告し 、 対応について協議する。

　（ 再異議申立て）

第７ 　 学生は、 異議申立てに対する回答に不服がある場合は、 再異議申立てをするこ と ができ る。

２ 　 再異議申立てに対する調査等については、 異議申立ての手順を準用する。

　（ 調査結果報告等）

第８ 　 開示請求、 異議申立て及び再異議申立てに基づく 教務委員会の調査の結果、 過失又は過失が疑われる事案について

は、 原則と し て3 0 日以内に調査結果をまと めるも のと する。

２ 　 調査終了後、 学部長は、 速やかに、 調査結果を学長等に報告する。 ただし 、 調査等に時間を要する場合は、 適宜、 進

捗状況を報告する。

３ 　 学生には途中経過を説明すると と も に、 終了時に結果を説明する。

４ 　 学部長は、 第４ 第１ 項並びに第６ 第１ 項及び第３ 項に該当する事案が解決し た場合は、 遅滞なく 、 第４ 第１ 項及び第

６ 第１ 項については、 教育担当理事及び学生部長に、 第６ 第３ 項については、 学長等に報告するも のと する。

５ 　 調査の結果、 理学部の過失が判明し た場合には、 当該過失の原因のみなら ず、 広く 教育のあり 方全般について学外有

識者による検証を行う も のと する。
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鹿児島大学理学部規則第６ 条第２ 項及び第1 8 条第３ 項別表の

「 別に指定する科目」 に関する申合せ

平成２ 4 年2 月1 5 日

教授会決定

令和２ 年３ 月1 9 日一部改正

令和２ 年４ 月１ 日実施

　 履修科目の登録の上限数に含めない指定科目及びＧ Ｐ Ａ の算出に含めない指定科目は、 下記のと おり と する。

　（ １ ） 学外実習Ａ （ イ ンタ ーンシッ プ）

　（ ２ ） 学外実習Ｂ （ イ ンタ ーンシッ プ）

　（ ３ ） サイ エンス・ ク ラ ブⅠ

　（ ４ ） サイ エンス・ ク ラ ブⅡ

　（ ５ ） サイ エンス・ ク ラ ブⅢ

　 　 附　 記

１ 　 こ の申合せは、 令和２ 年４ 月１ 日から 実施する。

２ 　 こ の申合せの施行日の前日において在学する者（ 以下「 在学者」と いう 。）及び同日以降に在学者の属する年次に編入学、

転入学又は再入学する者については、 なお従前の例による。
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学 生 心 得 ・  留 意 事 項

　 学生は、 学則及び学生規則その他の諸規則をよく 読んで、 定めら れた事項は必ず守ら なければなり ません。 以下に

主な手続き 、心得などをあげるので良く 理解し ておいてく ださ い。 不明な点は、遠慮なく 学生係に相談し てく ださ い。

学生便覧について
　 有意義な学生生活を過ごすために必要な事項や大学の規則が掲載さ れていますので、 有効に活用し てく ださ い。

理学部学生係の業務について
　 理学部専門教育科目、 教育実習、 博物館実習、 学生生活に関する様々な諸手続きを行っ ています。

　 窓口の業務時間は、 平日の午前8 時3 0 分から 午後5 時4 0 分までです。

学生への通知について
　 学生の皆さ んにお知ら せする事項は、 所定の場所での掲示、 電子メ ール、 ウェ ブシステム等で行います。

　 掲示板・ 通知等を見ないこ と で生じ る不利益はみなさ んの責任になり ます。 掲示期間が短いも のも あるので、 １ 週

間に１ 度は掲示を確認する習慣を身につけてく ださ い。

理学部のホームページについて
　 各種W eb登録システムのリ ンク 先や学生係から のお知ら せを確認でき ますので、 有効に活用し てく ださ い。

学生カ ード の届出について
　 本人及び保証人の連絡先等をW eb上で登録する必要があり ます。

　 未登録の場合、履修登録システム等の利用が制限さ れ、休講等の案内をメ ールで受け取るこ と ができ なく なり ます。

教務関係（ 専門教育科目）
１ ． 教務関係行事予定表について

　 　 理学部のホームページ及び掲示板に掲載し ます。 授業日、 履修申請期間、 成績発表日等の重要な情報が記載さ れ

ています。 見落と し がないよう 十分に注意し てく ださ い。

２ ． 時間割（ 不定期科目一覧） について

　 　 理学部のホームページ及び掲示板に掲載し ます。（ 前期： ３ 月、 後期： 9 月）

３ ． シラ バスについて 

　 　 シラ バスの内容に変更が生じ る場合があり ます。 履修申請の前に最新のシラ バスをW eb上で確認し てく ださ い。

４ ． 課程表について

　 　 科目の新設および廃止や開講期等が変更になっ た場合は、 掲示板でお知ら せし ます。

５ ． 履修申請について

　 　 多く の科目は、 指定する期間にW eb上で行いますが、 学生係で手続き が必要になる場合があり ます。

　 　 必ず、 時間割（ 不定期科目一覧） で申請方法及び申請期間を確認し てく ださ い。

６ ． 授業を 行う 講義室について

　 　 授業開始日までに掲示板でお知ら せし ます。

７ ． 成績発表について

　 　 指定する期間にW eb上で成績通知を行います。 その後、 学業成績表を保証人へ通知し ます。
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８ ． 成績等の開示について

　 　 成績等の開示請求を学生係で行う こ と ができ ます。

　 　（ １ ） 授業科目の成績評価は、 前期科目は成績発表日から 3 0 日以内、 後期科目は1 0 日以内

　 　（ ２ ） 進級判定、 卒業判定および教学上の判定は、 発表日から ７ 日以内

9 ． 欠席届について

　 　 病気その他の理由で、 ３ 週間以上連続し て欠席すると きは、 学生係に届ける必要があり ます。

1 0 ． 不正行為の処置について

　 　 期末試験等の際、 不正行為の事実が認めら れたと き は次の各号のいずれかの処置をと り 、 学長が懲戒するこ と が

あり ます。

　 　（ １ ） 当該受験科目の無効

　 　（ ２ ） その他の受験科目を含めての無効

　 　（ ３ ） 当該期の全受験科目の無効

休学、 退学、 復学及び留学について
　 所定の書類（「 休学願」 等） に必要事項を記入し 、 学生係まで提出する必要があり ます。

　 申請時期は、 掲示板でお知ら せし ます。

　 　 ※休学期間は、 前期（ 4 /1 ～ 9 /3 0 ）、 後期（ 1 0 /1 ～ 3 /3 1 ）

　 　 ※退学日は、 学期末日（ 前期9 /3 0 、 後期3 /3 1 ）

証明書の交付について
　 学生証を使用し て「 在学証明書」、「 卒業見込証明書」、「 学業成績証明書」、「 学割証」 を学内の証明書自動発行機で

発行し ています。 ただし 、 次の証明書の交付を必要と する場合は、 発行までに日数を要し ますので早めに学生係へ申

し 出てく ださ い。

　「 卒業見込証明書（ 英文）」、「 学業成績証明書（ 英文）」、「 教員免許状取得見込証明書」、「 通学証明書」 など

学生表彰について
　 優秀な成績を収めた、 学会発表等で受賞し た、 ボラ ンティ ア活動で表彰さ れた、 英語などの検定試験で優秀な成績

を上げたなど、 在学中に顕著な成績を収めた学生に「 理学部学生奨励賞」 を授賞する制度があり ます。 詳細は学生係

に問い合わせてく ださ い。

鹿児島大学進取の精神学生表彰について
　 在籍期間中において、 困難な課題に果敢に挑戦する「 進取の精神」 を実践し 、 学生憲章の趣旨に即し た活動実績や

優秀な業績等を収めた学生及び学生団体を表彰する制度があり ます。 詳細は学生係に問い合わせてく ださ い。

授業料、 寄宿料の納入について
１ ． 授業料は、 前期及び後期の２ 期に区分し 、 前期にあっ ては４ 月下旬（ １ 年次のみ５ 月下旬） に、 後期にあっ ては

1 0 月下旬に銀行又は郵便局の口座から 引き 落と し ます。 免除申請者は、 決定後通知し ます。

２ ． 寄宿料は、 本人指定の口座から 毎月下旬に引き落と し ます。

３ ． 授業料を期日以内に納入し ないと き は、 本人及びその保証人に督促し 、 それでも 納付を怠ると き は除籍になり ま

すので、 特に注意し てく ださ い。

大学構内へのバイ ク の乗り 入れ禁止について
　 バイ ク （ 原付を含む） の構内への乗り 入れは、 休日・ 夜間を含み、 一切禁止さ れています。
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授業科目の履修にあたっ て

理学部教務委員長

　「 履修の手引き 」 には、 こ れから ４ 年間の各授業科目の開講期（ 第１ ～８ 期） と そ

の単位数、 進級や卒業に必要な単位数等が書いてあり ます。 また、 授業の内容などが

書かれたシラ バスは W EB 上で公開さ れており 、 理学部ホームページ（ ht tps://sc i-

k ag osh ima-un iv .jp/） から アク セスでき ます。「 履修の手引き」 と シラ バスを併せて丁

寧に読んで、 まず今年１ 年間（ １ 期、 ２ 期） にどのよう な内容の科目がどのよう な計画

の下に開講さ れるかを理解し 、 各自受講計画を立ててく ださ い。

　 シラ バスでは、 事前に授業の目的や内容を確認するこ と ができるので、 皆さ んは授業

を受ける前に十分な予習を行う こ と ができ ます。 現行の大学制度では、講義における「 単

位」 は、 教員が行う 講義の時間と 、 学生がその講義時間の２ 倍の時間を予習と 復習に充

てる 教育内容を 前提と し ています。 例えば、 ２ 単位の講義は 9 0 分間× 1 5 回ですが、

学生は１ 回の講義につき 少なく と も 1 8 0 分間を 予習と 復習に充てる こ と になり ます。

シラ バスには担当教員への連絡方法と 会える時間帯（ オフ ィ スアワー） が示し てあり ま

す。 講義、 また、 予習・ 復習を通じ て疑問や興味が湧いた場合は、 そのよう な時間も 利

用し て、 講義についての相談や質問などを気軽に、 そし て積極的にし て、 講義内容の理

解を深めてく ださ い。

　 卒業や進級への必要単位数などは入学年度の規則が適用さ れますので、 各自入学年度

の履修課程表を確認し 履修計画を立て、 少し でも 疑問を感じ ると こ ろがあっ たら 、 学生

係や担任教員を訪ねて相談し てく ださ い。 も し 、 授業科目に開講期の変更などがあっ た

場合は、 変更内容と 対応を理学部の掲示等でお知ら せし ますので、 掲示板等には常に注

意し て、 必要な情報を見落と すこ と が無いよう に心がけまし ょ う 。

　 それでは、「 履修の手引き 」 と シラ バスを 十分に活用し て 、 有意義で充実し た大学生

活を送っ てく ださ い。
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理学科の卒業要件単位数

科目の種別 卒業に必要な単位数
卒業要件
単位数

共
通

教

育
科

目

必

修

科
目

初年次教育科目

初年次セミ ナーⅠ ２

1 8

3 0

1 2 4
（ 注１ ）

初年次セミ ナーⅡ ２

大学と 地域 ２

体育・ 健康
理論 １

実習 １

情報活用 ２

グローバル
教育科目

英語 ６

異文化理解 ２

選
択
必
修
科
目

教養教育科目

教養基礎科目

人文・

社会科学分野

初修外国語 －

1 2

選択科目 ４

自然科学分野

実験科目 －

選択科目 ４

基礎教育

入門科目
－

教養活用科目
統合Ⅰ（ 課題発見）

４
統合Ⅱ（ 課題解決）

専

門
教

育

科
目

理
学
部
共
通
科
目

基礎教育科目 選択必修 ３

1 2

8 4
（ 注４ ）

キャ リ ア教育科目 必修 １

基礎専門科目 選択必修 ８

理数教育プロジェ ク ト 科目
選択又は 

選択必修（ 注２ ）
－

特別講義科目 選択 －

専門科目（ 特別研究又は特別演習） 選択必修（ 注３ ） ８
1 2

専門科目（ 論文講読） 選択必修（ 注３ ） ４

専門科目（ 講義、 実験、 ゼミ ナール等）
選択必修（ 注３ ） 

又は選択
6 0 6 0

　 理学科では、 １ 年次に共通教育科目と 理学部共通科目を学んだあと 、 ２ 年次から 専門と するプログ

ラ ムが開講する専門科目を学ぶ。 卒業要件は各プログラ ム共通であるが、 所属するプログラ ムの指定

する選択必修科目を履修する必要があるので注意するこ と 。 ４ 年生への進級基準は各プログラ ムで異

なるので、 所属プログラ ムのページをよく 読んで履修計画を立てるこ と 。

　 プログラ ムを 選択せずに入学し た学生は、 １ 年次は CPU（ Cour se-Pr og r am Undec ided） ク ラ

スに所属し 、 共通教育科目や理学部共通科目を学んだあと 、 ２ 年次から 各プログラ ムに所属する。 １

年次に説明会や希望調査を行う ので、 掲示などに注意し 、 必ず参加するこ と 。

　 理学科の教育課程は、 ４ 年間で学士号を取得する通常の「 一般コ ース」 の他に、 鹿児島大学大学院

理工学研究科博士前期課程へ進学し 修士号の取得を後押し するための「 理数教育プロジェ ク ト コ ース」

がある。「 理数教育プロジェ ク ト コ ース」 の選択方法や履修すべき 科目については、 4 1 ページを 確

認するこ と 。

　 数学、 情報および理科の中学校・ 高等学校の教員免許、 学芸員任用資格、 測量士補の申請資格の取

得を希望する場合は、 それぞれ「 教育職員免許状関係」、「 学芸員関係」、「 測量士補関係」 のページを

よく 読んで必要科目を履修するこ と 。

注１ ：  共通教育科目と 専門教育科目について 、 各科目の要件単位数を 合計すると 1 1 4 単位と なる。 卒業要件単位数を 満たすためには、

共通教育科目と 専門教育科目から さ ら に1 0 単位以上を修得する必要がある。

注２ ：  理数教育プロジェ ク ト コ ースの学生にと っ ては選択必修科目であり 、 少なく と も ２ 科目を履修し 、 ２ 単位以上を修得する必要が

ある。

注３ ： 各プログラ ム指定の選択必修科目を履修する必要がある。

注４ ：  地域人材育成プラ ッ ト フ ォ ームプログラ ム履修者はプログラ ム科目を ４ 単位まで卒業要件単位に含めるこ と ができ るので 、 希望

者は学生係で申請するこ と 。

　 ◎学生が各学期に卒業要件の単位数と し て登録するこ と ができる授業科目の単位数は2 0 単位と する。
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科

理学部理学科　 履修課程表（ 令和５ 年入学生）

科目の
種別

科目名
単
位
数

開講期 プロ グラ ム指定
備考

免許法施行規則に
定 め る 科 目 区 分1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

数理情
報科学

物理・
宇宙

化学 生物学
地球 
科学

理
学
部
共
通
科
目

基礎教育
科目

数学概論 １

物理学概論 １ 理科 物理学

化学概論 １ 理科 化学

生物学概論 １ 理科 生物学

地学概論 １ 理科 地学

キャ リ ア教育科目 理学と キャ リ アを 考える １

基 礎 専
門 科 目

線形代数学基礎 ２ ○

微分積分学基礎 ２ ○

力学基礎 ２ ○ （○） ※１ 理科 物理

物理数学基礎 ２ ○ （○） ※１ 理科 物理

無機化学基礎・ 物理化学基礎 ２ ○ （○） ※１ 理科 化学

有機化学基礎・ 生化学基礎 ２ ○ 理科 化学

分子・ 細胞生物学基礎 ２ ○ 理科 生物学

多様性生物学基礎 ２ ○ 理科 生物学

地形学 ２ （○） ※１

小計 ２4

理数教育
プロ ジェ
ク ト 科目

日本語テクニカルライティ ング演習 １ 集中講義

サイ エンスク ラ ブⅠ １ ※２

サイ エンスク ラ ブⅡ １ ※２

サイ エンスク ラ ブⅢ １ ※２

特別講義科目 理学科特別講義 １～２ 毎期開講（複数回履修可）

卒業要件
外科目

学外実習Ａ ２ 随時開講
※２
２ 単位に相当する実施期間

学外実習Ｂ １ 随時開講
※２
１ 単位に相当する実施期間

※１  ( )は４ 科目中２ 科目選択必修。
※２ の科目は単位認定する 際の評価を P（ 認定） と する。

科目の
種別

授業科目名
単
位
数

開講期 Ｐ
Ｇ
指
定

選
択 備考 免許法施行規則に定 め る 科 目 区 分

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

専

門
科

目

数

理
情

報

科
学

プ

ロ

グ
ラ

ム

線形代数学Ⅰ ２ ○ 数学 代数学

集合と 写像 ２ ○ 数学 代数学

微分積分学Ⅰ ２ ○ 数学 解析学

基礎統計学 ２ ○ 数学 「 確率論、 統計学」

情報科学基礎Ⅰ ２ ○ 数学 コ ンピ ュ ータ

線形代数学Ⅱ ２ ○ 数学 代数学

幾何学Ⅰ ２ ○ 数学 幾何学

位相数学Ⅰ ２ ○ 数学 幾何学

微分積分学Ⅱ ２ ○ 数学 解析学

確率・ 統計Ⅰ ２ ○ 数学 「 確率論、 統計学」

代数学Ⅰ ２ ○ 数学 代数学

幾何学Ⅱ ２ ○ 数学 幾何学

位相数学Ⅱ ２ ○ 数学 幾何学

解析学Ⅰ ２ ○ 数学 解析学

複素解析学Ⅰ ２ ○ 数学 解析学

確率・ 統計Ⅱ ２ ○ 数学 「 確率論、 統計学」

代数学Ⅱ ２ ○ 数学 代数学

解析学Ⅱ ２ ○ 数学 解析学

複素解析学Ⅱ ２ ○ 数学 解析学

数理統計学 ２ ○ 数学 「 確率論、 統計学」

数理情報科学論文講読A ２ ○

数理情報科学論文講読B ２ ○

情報科学入門 ２ ○ 情報 情報システム（ 実習を 含む。）

情報化社会の職業倫理 ２ ○ 情報 情報と 職業

情報化社会及び情報倫理 ２ ○ 情報 情報社会・ 情報倫理

情報科学基礎Ⅱ ２ ○ 情報 情報システム（ 実習を 含む。）

情報数学A ２ ○ 情報 マルチメ ディ ア表現・マルチメ ディ ア技術（ 実習を 含む。）

情報数理学基礎A ２ ○

情報科学基礎Ⅲ ２ ○ 情報 コ ンピュ ータ ・ 情報処理（ 実習を 含む。）

情報数学C ２ ○ 情報 情報通信ネッ ト ワーク（ 実習を含む。）

情報数理学基礎B ２ ○

情報数学B ２ ○

計算数学 A ２ ○ 情報 コ ンピュ ータ ・ 情報処理（ 実習を 含む。）

システム理論 ２ ○ 情報 情報システム（ 実習を 含む。）

情報理論 ２ ○ 情報 情報通信ネッ ト ワーク（ 実習を含む。）

応用情報数学 ２ ○ 情報 コ ンピュ ータ ・ 情報処理（ 実習を 含む。）

計算機統計学 ２ ○ 情報 コ ンピュ ータ ・ 情報処理（ 実習を 含む。）

数理情報科学特別演習A 4 ○ 情報 コ ンピュ ータ ・ 情報処理（ 実習を 含む。）

情報数理学 A ２ ○ 情報 マルチメ ディ ア表現・ マルチメ ディ ア技術（ 実習を 含む。）

計算数学 B ２ ○ 情報 マルチメ ディア表現・ マルチメ ディ ア技術（ 実習を含む。）

情報数理学 B ２ ○ 情報 コ ンピュ ータ ・ 情報処理（ 実習を 含む。）

数理情報科学特別演習B 4 ○ 情報 コ ンピュ ータ ・ 情報処理（ 実習を 含む。）

合計 88

備考１ ． 色付き 箇所（ ■） は開講期を示す。

備考２ ． 色付き 箇所（ ■） が複数あるも のについては複数期開講を 示す。
PG 指定＝プログラ ム指定
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科目の
種別

授業科目名
単
位
数

開講期 Ｐ
Ｇ
指
定

選
択 備考 免許法施行規則に定 め る 科 目 区 分

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

専

門

科
目

物

理
・
宇

宙

プ
ロ

グ

ラ

ム

物性物理学入門 ２ ○ 理科 物理学

天文学入門 ２ ○ 理科 物理学

物理のための数学Ⅰ ２ ○

物理のための数学Ⅱ ２ ○

複素解析 ２ ○

フ ーリ エ解析 ２ ○

力学Ⅰ ２ ○ 理科 物理学

力学Ⅱ ２ ○ 理科 物理学

電磁気学I ２ ○ 理科 物理学

電磁気学II ２ ○ 理科 物理学

熱力学 ２ ○ 理科 物理学

統計力学Ⅰ ２ ○ 理科 物理学

統計力学Ⅱ ２ ○ 理科 物理学

量子力学Ⅰ ２ ○ 理科 物理学

量子力学Ⅱ ２ ○

固体物理Ⅰ ２ ○ 理科 物理学

固体物理Ⅱ ２ ○ 理科 物理学

固体電子論 ２ ○

非線形現象の科学 ２ ○ 理科 物理学

相対論 ２ ○ 理科 物理学

宇宙物理学Ⅰ ２ ○

宇宙物理学Ⅱ ２ ○

宇宙物理学Ⅲ ２ ○

物理実験学 ２ ○ 理科 物理学

基礎物理計測実験 １ ○ 理科 物理学実験（ コ ンピュ ータ 活用を含む）

物理計測実験 １ ○ 理科 物理学実験（ コ ンピュ ータ 活用を含む）

物性実験 ２ ○

天体観測実習 ２ ○

プロ グラ ミ ン グⅠ ２ ○

プロ グラ ミ ン グⅡ ２ ○

シミ ュ レ ーショ ン 物理学 ２ ○

科学英語 ２ ○

物理・ 宇宙セミ ナー ２ ○ ※３

物理・ 宇宙論文講読A ２ ○

物理・ 宇宙特別研究A 4 ○ ※３

物理・ 宇宙論文講読B ２ ○

物理・ 宇宙特別研究B 4 ○ ※３

合計 76

※３ 　 物理・ 宇宙セミ ナーと 物理・ 宇宙特別研究Ａ またはＢ と は、 重複履修はでき ない。

科目の
種別

授業科目名
単
位
数

開講期 Ｐ
Ｇ
指
定

選
択 備考 免許法施行規則に定 め る 科 目 区 分

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

専

門

科
目

化
学

プ

ロ

グ
ラ

ム

分析化学Ⅰ ２ ○ 理科 化学

有機化学Ⅰ ２ ○ 理科 化学

物理化学Ⅰ ２ ○ 理科 化学

生化学Ⅰ ２ ○ 理科 化学

総合化学基礎実験 ２ ○ 理科 化学実験（ コ ン ピ ュ ータ 活用を 含む）

無機化学Ⅰ ２ ○ 理科 化学

有機化学Ⅱ ２ ○ 理科 化学

物理化学Ⅱ ２ ○ 理科 化学

生化学Ⅱ ２ ○ 理科 化学

分析化学実験 ２ ○ 理科 化学実験（ コ ン ピ ュ ータ 活用を 含む）

有機化学実験 ２ ○ 理科 化学実験（ コ ン ピ ュ ータ 活用を 含む）

分析化学Ⅱ ２ ○ 理科 化学

有機化学Ⅲ ２ ○ 理科 化学

量子化学Ⅰ ２ ○ 理科 化学

生化学Ⅲ ２ ○ 理科 化学

化学英語 ２ ○

物理化学実験 ２ ○ 理科 化学実験（ コ ン ピ ュ ータ 活用を 含む）

生化学実験 ２ ○ 理科 化学実験（ コ ン ピ ュ ータ 活用を 含む）

分析化学Ⅲ ２ ○ 理科 化学

無機化学Ⅱ ２ ○ 理科 化学

有機化学Ⅳ ２ ○ 理科 化学

有機化学Ⅴ ２ ○ 理科 化学

量子化学Ⅱ ２ ○ 理科 化学

生化学Ⅳ ２ ○ 理科 化学

生化学Ⅴ ２ ○ 理科 化学

化学演習Ａ ２ ○

化学演習Ｂ ２ ○

化学論文講読Ａ ２ ○

化学特別研究Ａ 4 ○

化学論文講読Ｂ ２ ○

化学特別研究Ｂ 4 ○

合計 66

PG指定＝プロ グラ ム指定

－ 31 －



理
　
　
学

　
　
科

科目の
種別

授業科目名
単
位
数

開講期 Ｐ
Ｇ
指
定

選
択 備考 免許法施行規則に定 め る 科 目 区 分

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

専
門

科

目

生

物

学
プ

ロ

グ

ラ
ム

現代生物学 ２ ○ 理科 生物学

細胞生物学 ２ ○ 理科 生物学

植物形態学 ２ ○ 理科 生物学

生物学実験 １ ○ 理科 生物学実験（ コ ンピュ ータ 活用を 含む）

動物生理学 ２ ○ 理科 生物学

分子生物学Ⅰ ２ ○ 理科 生物学

行動生態学 ２ ○ 理科 生物学

植物系統学 ２ ○ 理科 生物学

植物生態学 ２ ○ 理科 生物学

植物生理学 ２ ○ 理科 生物学

神経生理学 ２ ○ 理科 生物学

多様性生物学実験 １ ○ 理科 生物学実験（ コ ンピュ ータ 活用を 含む）

動物系統分類学 ２ ○ 理科 生物学

分子細胞生理学実験Ⅰ １ ○ 理科 生物学実験（ コ ンピュ ータ 活用を 含む）

分子細胞生理学実験Ⅱ ２ ○ 理科 生物学実験（ コ ンピュ ータ 活用を 含む）

遺伝子工学 ２ ○ 理科 生物学

地域自然環境実習 ２ ○ 理科 生物学

発生生物学 ２ ○ 理科 生物学

生物学の最先端 １ ○ ５ 期もしく は６ 期に開講 理科 生物学

分子生物学Ⅱ ２ ○ 理科 生物学

生物学データ 解析法 ２ ○ 理科 生物学

生物学演習 ２ ○

生命情報学 ２ ○ 理科 生物学

脳科学 ２ ○ 理科 生物学

微生物学 ２ ○ 理科 生物学

生物学特別実習 - 随時開講 ○ 公開臨海実習等の読替

生物学論文講読Ａ ２ ○

生物学特別研究Ａ 4 ○

生物学論文講読Ｂ ２ ○

生物学特別研究Ｂ 4 ○

合計 58

科目の
種別

授業科目名
単
位
数

開講期 Ｐ
Ｇ
指
定

選
択 備考 免許法施行規則に定 め る 科 目 区 分

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

専

門
科

目

地
球

科

学

プ
ロ

グ

ラ
ム

測地学 ２ ○ 理科 物理学

応用数学 ２ ○

地球物理学 ２ ○ 理科 物理学

岩石学 ２ ○ 理科 地学

鉱物化学 ２ ○ 理科 地学

鉱物学・ 岩石学実験 ２ ○ 理科 地学実験（ コ ン ピ ュ ータ 活用を 含む）

測地測量学 ２ ○ 理科 物理学

地質図学 ２ ○ 理科 地学

地質調査法実習 ２ ○ 理科 地学

地層学・ 古生物学実験 ２ ○ 理科 地学実験（ コ ン ピ ュ ータ 活用を 含む）

科学論文講読法 １ ○

火山物理学 ２ ○ 理科 物理学

基礎地震学 ２ ○ 理科 地学

地球物理学実習Ⅰ ２ ○ 理科 物理学

粘土鉱物学 ２ ○ 理科 地学

構造地質学 ２ ○ 理科 地学

地球科学演習 １ ○

地史学 ２ ○ 理科 地学

地震テク ト ニク ス ２ ○ 理科 地学

地球物理学実習Ⅱ １ ○

地球科学論文講読Ａ ２ ○

地球科学特別研究Ａ 4 ○

地球科学論文講読Ｂ ２ ○

地球科学特別研究Ｂ 4 ○

合計 49

PG指定＝プロ グラ ム指定

注意事項
専門科目（ 論文講読）、 専門科目（ 特別研究又は特別演習） は、 指定さ れた期に履修でき ない場合には、 ９ 期以降に前期・ 後期を問わず履修する こ と ができ る。
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数理情報科学プログラ ム

　 当プログラ ムでは、 理学部共通科目に引き続き 数学および情報科学に関する幅広い授業が開講さ

れている。 専門科目はプログラ ム指定科目と 選択科目に分類さ れているが、 当プログラ ムの目指す

と こ ろ は広範な基礎知識の習得と それを 更に深めた理論およびその応用力を 身につける こ と にあ

り 、 当プログラ ムが開講する選択科目を可能な限り 多く 履修するこ と が望まし い。

　 また、主な科目と し て第７・ ８ 期の「 数理情報科学特別演習Ａ・ Ｂ 」 と 「 数理情報科学論文講読Ａ・

Ｂ 」 が挙げら れる。 こ れら の科目では、 各自が希望の教員の下に集まり グループを構成する。 そこ

でのゼミ ・ 論文講読を通じ て、 特定の分野を深く かつ厳密に究めるこ と により 、 ４ 年間の総仕上げ

と なるこ と を目標と すると 同時に、 博士前期課程進学者にと っ ては研究のスタ ート と なるよう 指導

する。

　 教育職員免許状の取得を希望するも のは、 該当箇所に説明さ れている必要科目の履修や単位数に

注意するこ と 。

理学科（ 数理情報科学プログラ ム）　 要件単位数

科目の種別
４ 年次への進級に

必要な単位数
卒業に必要な単位数

卒業要件
単位数

共
通
教
育
科
目

必
修
科
目

初年次教育科目

初年次セミ ナーⅠ ２

1 8

3 0

1 0 0

（ 注２ ）

２

1 8

3 0

1 2 4

（ 注１ ）

初年次セミ ナーⅡ ２ ２

大学と 地域 ２ ２

体育・ 健康
理論 １ １

実習 １ １

情報活用 ２ ２

グローバル

教育科目

英語 ６ ６

異文化理解 ２ ２

選
択
必
修
科
目

教養教育科目

教養基礎科目

人文・

社会科学分野

初修外国語 －

1 2

４

1 2

選択科目 ４

自然科学分野

実験科目 －

選択科目 ４

４基礎教育
入門科目

－

教養活用科目
統合Ⅰ（ 課題発見）

４ ４
統合Ⅱ（ 課題解決）

専
門
教
育
科
目

理
学
部
共
通
科
目

基礎教育科目 選択必修 ３

1 2

6 0

３

1 2

8 4

キャ リ ア教育科目 必修 １ １

基礎専門科目 選択必修 ８ ８

理数教育プロジェ ク ト 科目
選択又は

選択必修
－ －

特別講義科目 選択 － －

専門科目（ 特別研究又は特別演習） 必修 －
－

８
1 2

専門科目（ 論文講読） 必修 － ４

専門科目（ 講義、 実験、 ゼミ ナール等）

プログラ ム

指定
2 8

4 8
3 2

6 0 6 0

選択 － －

注１ ： 共通教育科目と 専門教育科目について、 各科目の要件単位数を合計すると 1 1 4 単位と なる。

　 　 　 卒業要件単位数を満たすためには、 共通教育科目と 専門教育科目から さ ら に 1 0 単位以上を修得する必要がある。

注２ ： 共通教育科目と 専門教育科目について、 各科目の要件単位数を合計すると 9 0 単位と なる。

　 　 　 卒業要件単位数を満たすためには、 共通教育科目と 専門教育科目から さ ら に 1 0 単位以上を修得する必要がある。
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物理・ 宇宙プログラ ム

　 物理学は、自然界の現象を解明する学問で、現代科学技術文明の基礎と なっ ているばかり でなく 、

現代社会のハイ テク 技術を理解し 、 未知の現象を理解するための教養学問と も 捉えら れる。 予測困

難で、 前例のない種々の問題が山積するこ れから の時代に、 物理学研究の意義はますます高まる。

　 物理・ 宇宙プログラ ムでは、 現代の物理学の基礎や、 物理研究に必要な知識を学ぶための講義・

実験が、 ３ 期以降に配置さ れている。 また、 最先端の物理・ 宇宙分野の研究に関連し た項目や、 よ

り 高度な専門的・ 実践的内容の講義、 実験・ 演習などが、 学年の進行に応じ て選択科目と し て配置

さ れている。 ４ 年次への進級には条件があるので、 こ れら の科目を、 余裕をも っ て計画的に単位を

修得するこ と が望まれる。

　 第７ 、 ８ 期では物理・ 宇宙特別研究が開講さ れ、 研究室配属の後、 卒業研究を行う 。 物理分野で

は、 様々な状態での物質の性質や特性、 複雑な現象の規則性などの解明や発見を目指し た実験・ 理

論的な研究、 宇宙分野では、 鹿児島大学に設置さ れている V ERA 望遠鏡、 １ ｍ光赤外線望遠鏡な

どを使用し た天体観測、装置開発、コ ンピュ ータ を用いた理論計算、シミ ュ レーショ ン、膨大なアー

カ イ ブデータ を用いた各種研究テーマがある。

　 教育職員免許等の取得を希望する者は、 本書末尾に掲載さ れている関連箇所も よく 読んで必要な

科目を履修するこ と 。

理学科（ 物理・ 宇宙プログラ ム）　 要件単位数

科目の種別
４ 年次への進級に

必要な単位数
卒業に必要な単位数

卒業要件

単位数

共
通
教
育
科
目

必
修
科
目

初年次教育科目

初年次セミ ナーⅠ ２

1 8

3 0

9 8

（ 注２ ）

２

1 8

3 0

1 2 4

（ 注１ ）

初年次セミ ナーⅡ ２ ２
大学と 地域 ２ ２

体育・ 健康
理論 １ １
実習 １ １

情報活用 ２ ２
グローバル

教育科目

英語 ６ ６
異文化理解 ２ ２

選
択
必
修
科
目

教養教育科目

教養基礎科目

人文・ 社会

科学分野

初修外国語 －

1 2

４

1 2

選択科目 ４

自然科学

分野

実験科目 －
選択科目 ４

４基礎教育
入門科目

－

教養活用科目
統合Ⅰ（ 課題発見）

４ ４
統合Ⅱ（ 課題解決）

専
門
教
育
科
目

理
学
部
共
通
科
目

基礎教育科目 選択必修 ３

1 2

6 4

３

1 2

8 4

キャ リ ア教育科目 必修 １ １

基礎専門科目

プログラ ム

指定
4 4

8

選択必修 4 4

理数教育プロジェ ク ト 科目
選択又は

選択必修
－ －

特別講義科目 選択 － －

専門科目（ 特別研究又は特別演習） 必修 －
－

８
1 2

専門科目（ 論文講読） 必修 － ４

専門科目（ 講義、 実験、 ゼミ ナール等）

プログラ ム

指定
1 4

（ 注３ ) 5 2
2 2

6 0 6 0

選択 － －

注１ ： 共通教育科目と 専門教育科目について、 各科目の要件単位数を合計すると 1 1 4 単位と なる。

　 　 　 卒業要件単位数を満たすためには、 共通教育科目と 専門教育科目から さ ら に 1 0 単位以上を修得する必要がある。

注２ ： 共通教育科目と 専門教育科目について、 各科目の要件単位数を合計すると 9 4 単位と なる。

　 　 　 進級要件単位数を満たすためには、 共通教育科目と 専門教育科目から さ ら に 4 単位以上を修得する必要がある。

注３ ： ４ 年次へ進級のためには、 プログラ ム指定の実験科目（ 基礎物理計測実験、 物理計測実験） の単位を取得し ているこ と 。
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化学プログラ ム

　 化学プログラムでは、 広範な化学領域を効率的に学ぶため、 主要ないく つかの分野を基礎から順に学

んでいく カリキュラムが組み立てられている。 カリキュラムマップ等を参考に、 プログラム指定科目は開講

期に順次修得し 、 また、 プログラム指定科目でなく ても、 化学プログラム開講科目は全て履修することが

望ましい。 化学プログラムが開講する特別講義は、 現代の化学の最先端に触れる機会であり、 可能な限

り履修すること。 これらに加え、 他プログラム開講科目も 履修しなければならない（ 化学プログラム開講

科目だけでは卒業要件を満たすことができないので注意すること）。 可能な範囲で、全ての基礎教育科目・

基礎専門科目を修得することが望ましい。 同時に、 化学プログラムでは、 学生実験をとおして試薬や器具

を正しく 扱う 実験スキルを身に付けることも重要視している。

　 ３ 年次後期の化学演習では、 卒業研究の準備が始まる。 ４ 年次から本格的に卒業研究（ 特別研究お

よび論文講読） が開始され、 指導教員からマンツーマンで指導を受ける。 卒業研究に十分に打ち込め

るよう、 ４ 年次進級時点において卒業研究に関係するもの以外の卒業要件を満たしていることを求める。

研究現場の最先端に立つためには、 大学院への進学を強く 奨める。 そのため、 理数

教育プロジェクト コースの選択を視野に入れること。

　 他プログラム向け：化学プログラムの開講科目は、初等的な科目から順次履修することを前提としており、

高年次向け科目だけを履修するのは難しい場合があるので注意すること。 実験科目は、 器具や実験室の

問題で、 他プログラムからの受け入れが困難な場合がある。

理学科（ 化学プロブラ ム）　 要件単位数

科目の種別
４ 年次への進級に

必要な単位数（ 注３ ）
卒業に必要な単位数

卒業要件

単位数

共
通
教
育
科
目

必
修
科
目

初年次教育科目

初年次セミ ナーⅠ ２

1 8

3 0

1 1 2

（ 注 2 ）

２

1 8

3 0

1 2 4

（ 注１ ）

初年次セミ ナーⅡ ２ ２
大学と 地域 ２ ２

体育・ 健康
理論 １ １
実習 １ １

情報活用 ２ ２
グローバル

教育科目

英語 ６ ６
異文化理解 ２ ２

選
択
必
修
科
目

教養教育科目

教養基礎科目

人文・
社会科学分野

初修外国語 －

1 2

４

1 2

選択科目 ４

自然科学分野

実験科目 －
選択科目 ４

４基礎教育

入門科目
－

教養活用科目
統合Ⅰ（ 課題発見）

４ ４
統合Ⅱ（ 課題解決）

専
門
教
育
科
目

理
学
部
共
通
科
目

基礎教育科目 選択必修 ３

1 2

7 2

３

1 2

8 4

キャ リ ア教育科目 必修 １ １

基礎専門科目

プログラ ム

指定
4 4

8
選択必修 4 4

理数教育プロジェ ク ト 科目
選択又は

選択必修
－ －

特別講義科目 選択 － －
専門科目（ 特別研究又は特別演習） 必修 －

－
８

1 2
専門科目（ 論文講読） 必修 － ４

専門科目（ 講義、 実験、 ゼミ ナール等）

プログラ ム

指定
4 0

6 0
4 0

6 0 6 0
選択 - -

注１ ： 共通教育科目と 専門教育科目について、 各科目の要件単位数を合計すると 1 1 4 単位と なる。

　 　 　 卒業要件単位数を満たすためには、 共通教育科目と 専門教育科目から さ ら に 1 0 単位以上を修得する必要がある。

注２ ： 共通教育科目と 専門教育科目について、 各科目の要件単位数を合計すると 1 0 2 単位と なる。
　 　 　 進級要件単位数を満たすためには、 共通教育科目と 専門教育科目から さ ら に 1 0 単位以上を修得する必要がある。

注３ ： 講義科目２ 科目以内の修得で要件を満たす場合、 申請すれば、 プログラ ム会議を経て進級を認める。
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生物学プログラ ム

　 生物学プログラ ムでは、 さ まざまな視点から 生物学を学ぶ。 例えば分類と いう 視点でみると 、 地

球上の生物は動物・ 植物・ 微生物などの多様なグループに分けら れる。 また、 生物個体を細胞やそ

の構成分子のレベルで理解するミ ク ロな生物学や、 生物個体のふるまいや個体を取り 巻く 生態系を

扱う マク ロな生物学がある。 さ ら に、 生物を時間的なスケールで調べる進化学的な視点も ある。 本

プログラ ムでは、 こ れら の多彩な分野をカ バーする講義や実験、 演習を提供し ている。

　 １ 年次・ ２ 年次には共通教育科目と 基礎的な内容の専門教育科目を学び、 ３ 年次にはより 高度な

専門教育科目を学ぶ。 ３ 年後期には指導教員に配属さ れ「 生物学演習」 を受講し 、 ４ 年次には「 生

物学特別研究Ａ・ Ｂ 」（ いわゆる卒業研究） を受講する。 加えて「 生物学論文講読Ａ・ Ｂ 」 において、

英語で書かれた論文や総説を講読し 、 卒業研究に要求さ れる専門的な知識を深める。

　 卒業のためには、要件単位数の表（ 次ページ） の「 卒業に必要な単位数」 および「 卒業要件単位数」

に記載し た各区分の単位数をすべて満たさ なければなら ない。 本稿では主に専門教育科目（ 理学部

で開講さ れる） について解説する。 共通教育科目についての詳細は、 共通教育センタ ーから 配布さ

れる冊子「 共通教育履修案内」 を参照するこ と 。 要件単位数の表（ 次ページ） に、「 必修」 または「 プ

ログラ ム指定」 と 記載さ れている区分については、 そこ に属する科目をすべて修得し なければ卒業

でき ないので、 特に注意するこ と 。 各区分に属する 科目の名称は、 理学部理学科履修課程表（ 3 0

ページ～） を参照するこ と 。 また、 専門科目（ 講義、 実験、 ゼミ ナール等） の卒業に必要な単位数

（ 6 0 単位） を満たすためには、 プログラ ム指定の1 4 単位の他に最低4 6 単位を 修得する必要がある

が、 こ れは生物学プログラ ム開講の科目だけでは満たせないため、 他プログラ ムの科目を少なく と

も 1 4 単位修得する必要がある。

　 ４ 年次の必修科目である「 生物学特別研究Ａ ・ Ｂ 」 と 「 生物学論文講読Ａ ・ Ｂ 」 の遂行には、 か

なり の時間を費やすため、 それら 以外の講義を受講できる時間は限ら れる。 よっ て、 単位修得状況

が悪く 、 こ れら の遂行に支障をき たす恐れのある学生については、 原則と し て４ 年次への進級を認

めない。 進級判定の基準は、 要件単位数の表（ 次ページ） の「 ４ 年次への進級に必要な単位数」 お

よび脚注に記載し た。 具体的には、３ 年後期終了時の成績を用いて、次の手順に従っ て判定を行う 。

①　 要件単位数の表の「 ４ 年次への進級に必要な単位数」 に記載さ れている、 すべての区分の単位

数を満たし ている： はい＝４ 年次に進級できる、 いいえ＝②へ。

②　 ４ 年次に３ 科目以内の科目（ 生物学演習を除く ） を修得すれば、 ①で不足し ていた単位数を満

たすこ と ができ る： はい＝③へ、 いいえ＝４ 年次に進級でき ない（ ３ 年次に留年）。

③　 生物学プログラ ム教員会議において審議し 、 やむを得ないと 認めら れた： はい＝４ 年次に進級

でき る、 いいえ＝４ 年次に進級でき ない（ ３ 年次に留年）。
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理学科  （ 生物学プログラ ム）　 要件単位数

科目の種別
４ 年次への進級に

必要な単位数
卒業に必要な単位数

卒業要件

単位数

共
通
教
育
科
目

必
修
科
目

初年次教育科目

初年次セミ ナーⅠ ２

1 8

3 0

1 1 2

（ 注２ ）

（ 注３ ）

２

1 8

3 0

1 2 4

（ 注１ ）

初年次セミ ナーⅡ ２ ２

大学と 地域 ２ ２

体育・ 健康
理論 １ １

実習 １ １

情報活用 ２ ２

グローバル

教育科目

英語 ６ ６

異文化理解 ２ ２

選
択
必
修
科
目

教養教育科目

教養基礎科目

人文・

社会科学分野

初修外国語 －

1 2

４

1 2

選択科目 ４

自然科学分野

実験科目 －

選択科目 ４

４基礎教育

入門科目
－

教養活用科目
統合Ⅰ（ 課題発見）

４ ４
統合Ⅱ（ 課題解決）

専
門
教
育
科
目

理
学
部
共
通
科
目

基礎教育科目 選択必修 ３

1 2

7 2

３

1 2

8 4

キャ リ ア教育科目 必修 １ １

基礎専門科目

プログラ ム

指定
4 4

8

選択必修 4 4

理数教育プロジェ ク ト 科目
選択又は

選択必修
－ －

特別講義科目 選択 － －

専門科目（ 特別研究又は特別演習） 必修 －
－

８
1 2

専門科目（ 論文講読） 必修 － ４

専門科目（ 講義、 実験、 ゼミ ナール等）

プログラ ム

指定
1 4

6 0
1 4

6 0 6 0

選択 - -

注１ ： 共通教育科目と 専門教育科目について、 各科目の要件単位数を合計すると 1 1 4 単位と なる。

　 　 　 卒業要件単位数を満たすためには、 共通教育科目と 専門教育科目から さ ら に 1 0 単位以上を修得する必要がある。

注２ ： 共通教育科目と 専門教育科目について、 各科目の要件単位数を合計すると 1 0 2 単位と なる。

　 　 　 進級要件単位数を満たすためには、 共通教育科目と 専門教育科目から さ ら に 1 0 単位以上を修得する必要がある。

注３ ：  卒業要件科目の単位数の合計が 1 1 2 単位に満たなく ても 、 次の場合は進級を認めるこ と がある ： ４ 年次に生物学論文講読Ａ ・ Ｂ お

よび生物学特別研究Ａ ・ Ｂ に加え、 ３ 科目以内の科目を修得すれば、 卒業要件単位数を満たせる状態である場合。

　 　 　  ただし 、 生物学プログラ ム教員会議において審議し 、 やむを得ないと 認めら れた場合に限る。

　 　 　 具体的な判定手順は、 前ページに記す。
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　 地球科学プ ロ グラ ム（ 地球科学PG） は、 地球を 対象と し た自然科学分野の学問の総称である「 地球科学」

の基礎から 応用までを 幅広く 学習し 、 地球科学の専門知識を 身に着けた社会人と し て活躍でき る人材の育成を

目指し ている 。 そのため、 地球科学PGでは、 卒業までの４ 年間で地球科学の入門的な科目から 専門性の高い

科目までを 広く 学習する と と も に、地球科学の多様な専門分野を 理解する ための基礎と なる 数学、物理学、化学、

生物学等の専門科目を 他プロ グラ ム（ 他PG） の開講する 科目の中から 選択科目と し て履修する よう にカ リ キュ

ラ ムが構成さ れている 。

　 地球科学PGの学生は、 こ のカ リ キュ ラ ムに従っ て卒業までに少なく と も 共通教育科目から 3 0 単位、 専門教

育科目から 8 4 単位を 修得し た上で、 さ ら に1 0 単位を 共通教育科目と 専門教育科目から 修得し て、 合計1 2 4 単

位を 修得する必要がある 。 なお、 専門教育科目の内訳は、 基礎教育科目３ 単位、 キャ リ ア教育科目１ 単位、 基

礎専門科目８ 単位、 専門科目（ 必修） 1 2 単位、 専門科目（ PG指定、 選択） 6 0 単位である 。 次頁に地球科学

PGの４ 年次への進級及び卒業に必要な単位数等を 取り まと めている のでよ く 確認する こ と 。

　 入学から 卒業までの４ 年間は半期ごと に第１ 期から 第８ 期まで８ 学期に区分さ れ、 各期に必要な科目を 履修

する。 第１ 期と 第２ 期は主に共通教育科目を 履修し 、 こ れに加えて第１ 期では基礎教育科目３ 単位（「 物理学

概論」、「 化学概論」、「 地学概論」 他から ３ 科目）、 第２ 期ではキャ リ ア科目１ 単位と 基礎専門科目８ 単位（ た

だし 、「 力学基礎」、「 物理数学基礎」、「 無機化学基礎・ 物理化学基礎」、「 地形学」 のう ち ２ 科目選択必修） を

履修する 必要がある 。 こ れら の科目は必修なので必ず履修する こ と 。 第３ 期では共通教育科目の英語１ 単位、

専門科目（ PG指定） の「 測地学」（ ２ 単位） と PG内科目である 「 応用数学」（ ２ 単位）、 そし て専門科目（ 選

択） を 合計1 5 単位まで履修する 。 なお、 第３ 期の専門科目（ 選択） はすべて他PGで開講さ れる 専門科目であ 

る 。 他PG開講科目の履修については、 時間割を よ く 確認し て、 地球科学PG科目の開講時間及び時間外学習

以外の時間枠で他PG開講科目の履修を 行う こ と 。 4 0 頁に参考と し て他PG開講科目を 含めた地球科学PGの専

門科目履修科目例を 示し ている ので確認する こ と 。 地球科学は地球を 対象と し た広範な学問分野である ため、

こ れら の多く は物理、 化学、 生物学等を 学問体系の基礎と し て発展し てき た。 そのため、 履修科目例に示さ れ

た他PG開講の専門科目（ 選択） は地球科学の学問分野を 学習し 理解する ための大切な基礎科目と し て位置づ

けら れる 。 第４ 期では共通教育科目の英語１ 単位、 専門科目（ PG指定） 1 4 単位、 専門科目（ 選択） を ４ 単位

まで履修する 。 なお、 第４ 期には集中講義で専門科目（ PG指定） の「 地質調査法実習」 ２ 単位が開講さ れる

ので履修する こ と 。 第５ 期と 第６ 期では、 専門科目（ PG指定） を 各々７ 単位及び６ 単位履修し 、 さ ら に専門

科目（ 選択） を 各々 1 3 単位及び1 4 単位まで履修する 。 第５ 期には集中講義の専門科目（ 選択）「 地球物理学

実習Ⅰ」 ２ 単位、 第６ 期には同じ く 集中講義の専門科目（ PG指定）「 地球科学演習」 が開講さ れる ので注意

する こ と 。 ４ 年生になる と 、 第７ 期と 第８ 期の１ 年間を 通し て、 指導教員の指導のも と で専門科目（ 必修） の

「 特別研究」 各学期４ 単位と 「 論文講読」 各学期２ 単位を 履修する 。「 特別研究」 では、 学生自身が主体と なっ

て、 地球科学の様々な課題について問題解決のための調査や実験及び発表や論文作成を 行う 。 こ れら の研究活

動を 通し て、 地球科学の専門的な知識と 問題解決のための実践力、 さ ら に研究成果を 発表し て論文にまと める

ための論理的な思考力等を 身に着ける こ と ができ る 。「 論文講読」 では、 英語で書かれた論文を 読んで、 その

内容を 発表し て議論する こ と で、 主体的な情報収集や英文読解能力の向上、 さ ら に最新の研究成果についての

専門知識を 得る こ と ができ る 。

　 地球科学PGでは、学生に早い時期から 地球科学の様々な研究活動を 体験し ても ら う ため、理数教育プロ ジェ

ク ト 科目（ サイ エンスク ラ ブ） の履修を 推奨し ている。 サイ エン スク ラ ブでは第１ 期から 指導教員のも と で実

際に地球科学の研究活動を 経験でき る ので、 興味がある 人は積極的に履修する こ と 。

　 教育職員免許状や学芸員資格の習得を 希望する 人は、 こ の履修の手引き の該当箇所に詳し く 説明さ れている

ので、 必要な履修科目や単位数を よ く 確認するこ と 。

地球科学プログラ ム
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理学科（ 地球科学プログラ ム） 要件単位数

科目の種別
４ 年次への進級に

必要な単位数
卒業に必要な単位数

卒業要件

単位数

共
通
教
育
科
目

必
修
科
目

初年次教育科目

初年次セミ ナーⅠ ２

1 8

3 0

1 1 0

（ 注 2 ）

２

1 8

3 0

1 2 4

（ 注１ ）

初年次セミ ナーⅡ ２ ２

大学と 地域 ２ ２

体育・ 健康
理論 １ １

実習 １ １

情報活用 ２ ２

グローバル

教育科目

英語 ６ ６

異文化理解 ２ ２

選
択
必
修
科
目

教養教育科目

教養基礎科目

人文・

社会科学分野

初修外国語 －

1 2

４

1 2

選択科目 ４

自然科学分野

実験科目 －

選択科目 ４

４基礎教育

入門科目
－

教養活用科目
統合Ⅰ（ 課題発見）

－ ４
統合Ⅱ（ 課題解決）

専
門
教
育
科
目

理
学
部
共
通
科
目

基礎教育科目 選択必修 ３

1 2

6 8

３

1 2

8 4

キャ リ ア教育科目 必修 １ １

基礎専門科目 選択必修 ８ ８

理数教育プロジェ ク ト 科目
選択又は

選択必修
－ －

特別講義科目 選択 － －

専門科目（ 特別研究又は特別演習） 必修 －
－

８
1 2

専門科目（ 論文講読） 必修 － ４

専門科目（ 講義、 実験、 ゼミ ナール等）

プログラ ム

指定
2 8

5 6
3 2

6 0 6 0

選択 - -

注１ ： 共通教育科目と 専門教育科目について、 各科目の要件単位数を合計すると 1 1 4 単位と なる。

　 　 　 卒業要件単位数を満たすためには、 共通教育科目と 専門教育科目から さ ら に1 0 単位以上を修得する必要がある。

注２ ： 共通教育科目と 専門教育科目について、 各科目の要件単位数を合計すると 9 8 単位と なる。

　 　 　 ４ 年次への進級単位数を満たすためには、 共通教育科目と 専門教育科目から さ ら に1 2 単位以上を修得する必要がある。
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地球科学プロ グラ ムの専門科目履修科目例（ 太字： PG 指定、細字： 選択（ PG内）、斜体： 選択（ 他PG）、＊集中講義）

３ 期 ４ 期 ５ 期 ６ 期 ７ 期 ８ 期

測地学 鉱物化学 火山物理学 地史学 地球科学論文購読Ａ 地球科学論文購読Ｂ

応用数学 地質図学 粘土鉱物学 構造地質学 地球科学特別研究Ａ 地球科学特別研究Ｂ

生化学Ⅰ

（ 化学PG ）
岩石学 基礎地震学 地震テク ト ニク ス

分子生物学Ⅰ

（ 生物PG ）
地球物理学 科学論文講読法

無機化学Ⅱ

（ 化学PG ）

物理化学Ⅰ

（ 化学PG ）
鉱物学・ 岩石学実験

分析化学Ⅱ

（ 化学PG ）

植物生態学

（ 生物PG ）

有機化学Ⅰ

（ 化学PG ）
地層学・ 古生物学実験

遺伝子工学

（ 生物PG ）

力学Ⅱ

（ 物理宇宙PG ）

情報科学入門

（ 数理情報PG ）
測地測量学

物理のための数学 Ⅰ

（ 物理宇宙PG ）

有機化学Ⅱ

（ 化学PG ）

分析化学Ⅰ

（ 化学PG ）

物性物理学入門

（ 物理宇宙PG ）

細胞生物学

（ 生物P G ）

物理化学Ⅱ

（ 化学PG ）

無機化学Ⅰ

（ 化学PG ）

力学Ⅰ

（ 物理宇宙PG ）

微生物学

（ 生物PG ）

地質調査法実習* 地球物理学実習Ⅰ* 地球科学演習* 地球物理学実習 Ⅱ*

　 地球科学PGでの専門科目の履修科目例である。 太字のPG指定科目は必修なので必ず履修するこ と 。 細字の選択（ PG内） と 斜体の選択（ 他

PG） は履修が望まし い選択科目である。 こ れら の科目から 自分が興味のある科目を必要な単位数履修するこ と を推奨する 。 なお、 各学期の

履修単位数の合計は必修科目を含めて原則と し て2 0 単位までなので、 こ の合計単位数以内で各学期の選択科目を履修するこ と 。 但し 、 集中

講義の科目、 理数教育プロジェ ク ト 科目、 教育職員免許状や学芸員資格などはこ の2 0 単位に含まれない。 詳し く はこ の履修の手引き の理学

部規則の該当箇所に説明さ れているのでよく 確認するこ と 。
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理数教育プロジェクト コース

　 理数教育プロジェクト コ ースは、 鹿児島大学大学院理工学研究科博士前期課程への進学を後押しするための教育

コ ースである。 一般コ ースの内容に加えて、 理数教育プロジェ クト 科目をコ ース要件科目と すること で、 早期に本格

的な研究環境を 体験すること ができ、 課題探求能力と 研究成果の発表能力を育成する。 さらに、 ４ 年進級時点で

一定以上の成績の学生に対して、 博士前期課程科目の先取り 履修を許可する。 これによって、 博士前期課程進学後

の履修計画に余裕ができ、 博士前期課程において海外研修や研究インターンシップなどの多様な科目を受講しやすく

なる。 また、 ４ 年次の特別研究（ 又は特別演習） の開始時点から博士前期課程の特別研究を見据えた研究計画を

立てることができ、 連続性の高い研究期間が確保できる。

　 基本的な教育課程は一般コ ースと 同じ だが、 理数教育プロジェクト コ ースを 修了するためには、 理数教育プロジェ

クト コース要件科目として、 理数教育プロジェクト 科目のうち少なく とも２ 科目を履修し 、 ２ 単位以上を 修得する必要

がある。

　 理数教育プロジェクト コ ースの選択は最終的に３ 年進級時に決定するが、 理数教育プロジェクト コ ース科目は１ 年

次から開講されており、コース選択に関わらず自由に履修できる。 早い時期に大学院進学の意思を固めた学生は、１ 、

２ 年次から 継続的にサイエンスクラブⅠ～Ⅲを履修すること ができる。 また、 進路再考により 一般コースを希望し た場

合でも、 ３ ～４ 年次に一般コ ースに戻ること ができる。 理数教育プロジェクト 科目は、 サイエンスクラブⅠ～Ⅲと日本

語テクニカルライティング演習の４ 科目（ 各１ 単位） である。 サイエンスクラブⅠ～Ⅲは、 通年開講科目として１ ～３ 年

次に開講される。 この科目は、 学生と 指導する教員との相談により 専門的な課題を選定し 、 少人数で 課題の解決を

目指す科目である。 日本語テクニカルライティング演習は、 プロのテクニカルライターを講師として招き、 集中講義と

して開講される。 この科目は、 日本語の作文技術を 修得し 、 的確で分かり やすいレポート や論文を作成する技術を

身に付けることを目的としている。

　 なお、 理数教育プロジェクト 科目の内容と 履修方法については、 入学後に説明する。 ２ 年次後期に本コ ースへの

募集を行う ので、 希望者は所定の期日までに申請すること 。

理数教育プロジェ ク ト コ ース

科目の
種別

授業科目名 単位数
開講期

備考
1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

専

門

教

育

科

目

理
数
教
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

日本語テクニカルラィ ティング演習 1 集中講義

サイ エンスク ラ ブⅠ 1 ※

サイ エンスク ラ ブⅡ 1 ※

サイ エンスク ラ ブⅢ 1 ※

注意事項

※の科目は単位認定する際の評価をP（ 認定） と する。

備考１ ． 色付き 箇所（ ■） は開講期を示す。

備考２ ． 色付き 箇所（ ■） が複数あるも のについては複数期開講を示す。
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教育職員免許状関係（ 一種免許状）
（ 関係規則： 理学部規則第１２ 条）

１ ． 教育職員免許法により、 理学部において所要資格を取得できる教員の免許状の種類は表１ のとおりである。

表１ ： 取得可能な教育職員免許状

学科 免許状の種類 教科

理学科
中学校教諭一種免許状 数学・ 理科

高等学校教諭一種免許状 数学・ 理科・ 情報

備考１ ． 表３ ～６ の必修科目および必修単位を修得し た者は、 理学部で一括申請が出来る。 ただし 、 表２ 、 表３ の単位数を修得し 、 鹿児島

県教育委員会へ個人申請する場合は、 鹿児島県教育委員会のＨ Ｐ を確認し て学生係へ相談にく るこ と 。 なお、 他都道府県に個人申
請する場合は、 その県の教育委員会Ｈ Ｐ を確認するこ と 。

２ ． 教員の免許状授与の所要資格を 取得し よ う と する 者は、 教育職員免許法およ び教育職員免許法同施行規則

に定める所要の単位（ 表２ 、 表３ ） を 修得し なければなら ない。

表２ ： 免許状取得のための基礎資格と 必要な科目の最低修得単位数

免許状の種類 基礎資格

大学において修得することを必要とする最低単位数

教科及び教科の指

導法に関する科目

（ 表４ 参照）

教育の基礎的理解

に関する科目等

（ 表６ 参照）

大学が独自に設定

する科目

（ 注）

合計

単位数

中学校教諭一種免許状 学士の学位を 有するこ と 28 27 4 59

高等学校教諭一種免許状 学士の学位を 有するこ と 24 23 12 59

備考１ ．「 大学が独自に設定する科目」 は「 教科及び教科の指導法に関する科目」 若し く は「 教育の基礎的理解に関する科目等」
の最低修得単位を超えた単位の中から 、 中学校教諭一種免許状では４ 単位を 、 高等学校教諭一種免許状では 1 2 単位を振

り 替える。

表３ ： 教育職員免許法施行規則第 6 6 条の６ に定める科目

教育免許法施行規則
第6 6 条の６ に定める科目

最低必要
単位数

授業科目名 単位
開講期

開講学部 備考

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

日本国憲法 2 日本国憲法 2 共通教育センタ ー

体育 2
体育・ 健康科学理論 1 共通教育センタ ー

体育・ 健康科学実習 1 共通教育センタ ー

外国語コミ ュニケーショ ン 2

英語ⅠA 1 共通教育センタ ー

英語ⅠB 1 共通教育センタ ー

英語ⅡA 1 共通教育センタ ー

英語ⅡB 1 共通教育センタ ー

数理、 データ 活用及び人工知能に
関する科目又は情報機器の操作 2 情報活用 2 共通教育センタ ー

8 計 10

備考１ ． 色付き 箇所（ ■） は開講期を示す。

３ ． 中学校教諭一種免許状を取得するためには、 介護等体験特例法により「 法令に根拠を有する 社会福祉施設等」

及び「 特別支援学校」 における７ 日以上の「 介護等体験」 が義務づけら れている。 理学部では３ 年次に介護等体

験が実施され、２ 年次の説明会（ １月頃） と３ 年次の事前指導（ ７ 月上旬頃） には必ず出席することを義務づけており、

これらに遅刻し た者及び欠席し た者は、 介護等体験への参加を認めないので十分注意すること 。

　 　 また、 実施の詳細は、 学生掲示板にて通知されるので注意すること 。

　 　 福祉施設での介護等体験は、 鹿児島県出身者については出身市町村の施設に、 県外出身者は鹿児島市内の施

設に斡旋される。 特別支援学校での介護等体験は、 鹿児島県内の学校で受け入れる。
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表４ ： 教科及び教科の指導法に関する科目の最低修得単位数（ 教育職員免許法施行規則上）

免許状
の学校種

免許
教科

教科及び教科の指導法に関する科目
※各学科の履修課程表における 免許法施行規則に定める 科目区分を 参照

最低必要
単位数

備考

中

学

校

教

諭

一

種

免

許

状

数学

教科に
関する

専門的
事項

代数学

20
数学の各科目について

１ 単位以上修得すること

幾何学

解析学

「 確率論、 統計学」

コ ンピュ ータ

各教科の指導法（ 情報通信技術の活用を 含む。） 8

理科

教科に

関する
専門的

事項

物理学

20
理科の各科目について

１ 単位以上修得すること

物理学実験（ コ ンピュ ータ 活用を 含む。）

化学

化学実験（ コ ンピュ ータ 活用を含む。）

生物学

生物学実験（ コ ンピュ ータ 活用を 含む。）

地学

地学実験（ コ ンピュ ータ 活用を含む。）

各教科の指導法（ 情報通信技術の活用を 含む。） 8

高

等

学

校

教

諭

一

種

免

許

状

数学

教科に
関する

専門的
事項

代数学

20
数学の各科目について

１ 単位以上修得すること

幾何学

解析学

「 確率論、 統計学」

コ ンピュ ータ

各教科の指導法（ 情報通信技術の活用を 含む。） 4

理科

教科に
関する

専門的

事項

物理学

20

物理学・ 化学・ 生物学・

地学の各科目について

１ 単位以上修得すること

＊の科目の中から

１ 単位以上修得すること

化学

生物学

地学

＊物理学実験（ コ ンピュ ータ 活用を 含む。）

＊化学実験（ コ ンピュ ータ 活用を 含む。）

＊生物学実験（ コ ンピュ ータ 活用を 含む。）

＊地学実験（ コ ンピュ ータ 活用を 含む。）

各教科の指導法（ 情報通信技術の活用を 含む。） 4

情報

教科に

関する
専門的

事項

情報社会・ 情報倫理

20
情報の各科目について

１ 単位以上修得すること

コ ンピュ ータ ・ 情報処理（ 実習を 含む。）

情報システム（ 実習を 含む。）

情報通信ネッ ト ワーク （ 実習を含む。）

マルチメ ディ ア表現・ 技術（ 実習を 含む。）

情報と 職業

各教科の指導法（ 情報通信技術の活用を 含む。） 4

備考１ ．「 教科及び教科の指導法に関する 科目」 については理学部が指定する 必修科目がある 。 必修科目について表５ －１ 及び

表５ －２ を 参照する こ と 。
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表５ －１ ： 教科及び教科の指導法に関する科目【 中学校】（ 必修科目及び選択必修科目）

免許
教科

免許法施行規則に
定 め る 科 目 区 分

授業科目名 単位
開講期

開講学部 備　 考
1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

数学

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

代数学
線形代数学Ⅰ 2 理学部

線形代数学Ⅱ 2 理学部

幾何学 幾何学Ⅰ 2 理学部

解析学

微分積分学Ⅰ 2 理学部

微分積分学Ⅱ 2 理学部

解析学Ⅰ 2 理学部

「 確率論、 統計学」
確率・ 統計Ⅰ 2 理学部

確率・ 統計Ⅱ 2 理学部

コ ンピュ ータ 情報科学基礎Ⅰ 2 理学部

各教科の指導法
（ 情報通信技術の活用を含む。）

数学科教育法 2 〇 理学部

数学教材研究法Ⅰ 2 〇 理学部

数学教材研究法Ⅱ 2 〇 理学部

数学教材研究法Ⅲ 2 〇 理学部

計 26

理科

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

物理学実験
（ コ ンピュ ータ 活用を含む。）

基礎物理学実験※２ 1 共通教育センタ ー いずれか１ 科目
選択必修※１基礎物理計測実験 1 理学部

化学実験
（ コ ンピュ ータ 活用を含む。）

基礎化学実験※２ 1 共通教育センタ ー いずれか１ 科目
選択必修※１総合化学基礎実験 2 理学部

生物学実験
（ コ ンピュ ータ 活用を含む。）

基礎生命科学実験※２ 1 共通教育センタ ー いずれか１ 科目
選択必修※１生物学実験 1 理学部

地学実験
（ コ ンピュ ータ 活用を含む。）

基礎地学実験※２ 1 共通教育センタ ー
いずれか１ 科目
選択必修※１

鉱物学・ 岩石学実験 2 理学部

地層学・ 古生物学実験 2 理学部

物理学 物理学概論 1 理学部

化学 化学概論 1 理学部

生物学 生物学概論 1 理学部

地学 地学概論 1 理学部

各教科の指導法
（ 情報通信技術の活用を含む。）

理科教育法 2 理学部

理科教材研究法Ⅰ 2 理学部

理科教材研究法Ⅱ 2 理学部

理科教材研究法Ⅲ 2 理学部

計 24

注意事項

※１ 　 理学部の他プログラ ムで開講さ れる実験科目は、 共通教育センタ ー開講の基礎実験科目が履修でき ない場合のみ履修

でき る。

※２ 　 共通教育センタ ー開講の基礎実験科目については、 卒業要件単位数に含まれない。

備考１ ． 色付き 箇所（ ■） は開講期を示す。

備考２ ． 色付き 箇所（ ■） が複数あるも のについては複数期開講を示す。 なお、 〇を付し てある開講期は主開講期を示す。
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表５ －２ ： 教科及び教科の指導法に関する科目【 高等学校】（ 必修科目及び選択必須科目）

免許
教科

免許法施行規則に
定 め る 科 目 区 分

授業科目名 単位
開講期

開講学部 備　 考
1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

数学

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

代数学
線形代数学Ⅰ 2 理学部

線形代数学Ⅱ 2 理学部

幾何学 幾何学Ⅰ 2 理学部

解析学

微分積分学Ⅰ 2 理学部

微分積分学Ⅱ 2 理学部

解析学Ⅰ 2 理学部

「 確率論、 統計学」
確率・ 統計Ⅰ 2 理学部

確率・ 統計Ⅱ 2 理学部

コ ンピュ ータ 情報科学基礎Ⅰ 2 理学部

各教科の指導法
（ 情報通信技術の活用を含む。）

数学科教育法 2 〇 理学部

数学教材研究法Ⅰ 2 〇 理学部

いずれか１ 科目
選択必修

数学教材研究法Ⅱ 2 〇 理学部

数学教材研究法Ⅲ 2 〇 理学部

計 26

理科

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

物理学実験
（ コ ンピュ ータ 活用を含む。）

基礎物理計測実験 1 理学部

いずれか１ 科目
選択必修

化学実験
（ コ ンピュ ータ 活用を含む。）

総合化学基礎実験 2 理学部

生物学実験
（ コ ンピュ ータ 活用を含む。）

生物学実験 1 理学部

地学実験
（ コ ンピュ ータ 活用を含む。）

鉱物学・ 岩石学実験 2 理学部

地層学・ 古生物学実験 2 理学部

物理学 物理学概論 1 理学部

化学 化学概論 1 理学部

生物学 生物学概論 1 理学部

地学 地学概論 1 理学部

各教科の指導法
（ 情報通信技術の活用を含む。）

理科教育法 2 理学部

理科教材研究法Ⅰ 2 理学部
いずれか１ 科目
選択必修

理科教材研究法Ⅱ 2 理学部

理科教材研究法Ⅲ 2 理学部

計 20

情報

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

情報社会・ 情報倫理 情報化社会及び情報倫理 2 理学部

コ ンピュ ータ ・ 情報処理
（ 実習を含む。）

情報科学基礎Ⅲ 2 理学部

計算数学 A 2 理学部

情報数理学 B 2 理学部

情報システム
（ 実習を含む。）

情報科学基礎Ⅱ 2 理学部

情報通信ネッ ト ワーク
（ 実習を含む。）

情報理論 2 理学部

マルチメ ディ ア表現・ マルチ
メ ディ ア技術（ 実習を含む。）

情報数理学 A 2 理学部

情報と 職業 情報化社会の職業倫理 2 理学部

各教科の指導法
（ 情報通信技術の活用を含む。）

情報科教育法Ⅰ 2 理学部

情報科教育法Ⅱ 2 理学部

計 20

備考１ ． 色付き 箇所（ ■） は開講期を示す。

備考２ ． 色付き 箇所（ ■） が複数あるも のについては複数期開講を示す。 なお、 〇を付し てある開講期は主開講期を示す。
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表６ ： 教育の基礎的理解に関する科目等

欄
免許法施行規則に

定 め る 科 目 区 分等
授業科目名 単位 開講学部

本学で
修得

すべき
単位数

免許法施
行規則に
定める最
低修得単
位数　 　

本学で
修得

すべき
単位数

免許法施
行規則に
定める最
低修得単
位数　 　

開講期

中
学
数
学

中
学
理
科

中
　
　
学

高
校
数
学

高
校
理
科

高
校
情
報

高
　
　
校

注） 備考１ を
参照

3

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴史
及び思想

教育原論 2 教育学部 2 2

10

2 2 2

10

前期 ・ 後期

教職の意義及び教員の役割・ 職務内
容（ チーム学校運営への対応を 含む。）

教職概論 2 理学部 2 2 2 2 2 前期

教育に関する社会的、 制度的又は経
営的事項（ 学校と 地域と の連携及び
学校安全への対応を含む。）

教育制度論 2 教育学部 2 2 2 2 2 前期 ・ 後期

幼児、 児童及び生徒の心身の発達及
び学習の過程

教育心理学 2 教育学部 2 2 2 2 2 前期 ・ 後期

特別の支援を必要と する幼児、 児童
及び生徒に対する理解

特別支援教育基礎論 1 教育学部 1 1 1 1 1 前期 ・ 後期

教育課程の意義及び編成の方法（ カ
リ キュ ラ ム・ マネジメ ント を 含む。）

教育課程論 1 教育学部 1 1 1 1 1 前期 ・ 後期

4

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法

及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳の理論及び指導法 中等道徳教育論 2 教育学部 2 2

10 8

前期

総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の時間及
び特別活動の指導法

2
教育学部

2 2 2 2 2 前期 ・ 後期
特別活動の指導法 教育学部

教育の方法及び技術 教育の方法及び技術
（ 情報通信技術の活用
含む）

2 教育学部 2 2 2 2 2 前期情報通信技術を 活用し た教育の理論
及び方法

生徒指導の理論及び方法

生徒・ 進路指導論 2 教育学部 2 2 2 2 2 後期進路指導及びキャ リ ア教育の理論及
び方法

教育相談（ カ ウンセリ ングに関する基
礎的な知識を含む。） の理論及び方法

学校教育相談 2 教育学部 2 2 2 2 2 前期 ・ 後期

5

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

・ 教育実習

教育実習（ 中学免許状） 4 理学部 4 4

5 3

7 期

教育実習（ 高校免許状） 2 理学部 2 2 2 7 期

事前・ 事後指導 1 理学部 1 1 1 1 1 7、 8 期

・ 教職実践演習 教職実践演習 2 理学部 2 2 2 2 2 2 2 8 期

計 29 27 27 27 23 23 23 23

備考１ ． 開講期は変更さ れる場合も ある。 教育学部開講の授業科目においては、 開講日等を掲示にて随時周知する。

備考２ ． ①教育実習については、 ３ 年次前期（ ６ 月） に行われる説明会において詳細な説明が行われるので必ず出席するこ と 。

　 　 　 　 　 ３ 年次の説明会及び４ 年次の事前指導に遅刻及び欠席し た者は教育実習への参加を認めないので十分注意すること 。

　 　 　 　 　 また、 事後指導に遅刻及び欠席し た者は単位を認めないので注意するこ と 。

　 　 　 　 ②高等学校教諭免許状のための60時間の教育実習は、 ４ 年次に協力高等学校で行う 。

　 　 　 　 ③中学校教諭免許状のための120時間の教育実習は、 ４ 年次に協力中学校で行う 。

　 　 　 　 ④ただし 、 実習期間については、 実習校の受入れ事情により やむを得ないと 認めら れる場合、 変更するこ と がある。

　 　 　 　 ⑤高等学校教諭免許状と 中学校教諭免許状の両方の取得を希望する者は、 120時間の教育実習のみ行えば良い。

　 　 　 　 ⑥教育実習を行う ためには、 ３ 年次後期までに履修可能な「 教科及び教科の指導法に関する科目」 及び「 教育の基礎

的理解に関する科目等」 のすべての単位を修得し ているこ と が望まし い。

　 　 　 　 　 ただし 、 次に掲げる条件を満たし ている時には実習を許可する。

　 　 　 　 　 ⑴中学校免許状の取得希望者においては、 必要な「 教科及び教科の指導法に関する 科目」 を26単位以上（「 教科に

関する 専門的事項」 の最低必要単位数（ 20単位） を含む） 及び「 教育の基礎的理解に関する科目等」 を18単位以

上修得し ているこ と 。

　 　 　 　 　 ⑵高等学校免許状の取得希望者においては、 必要な「 教科及び教科の指導法に関する 科目」 を22単位以上（「 教科

に関する専門的事項」 の最低必要単位数（ 20単位） を含む） 及び「 教育の基礎的理解に関する 科目等」 を16単位

以上修得し ているこ と 。



学
芸
員
関
係

学 芸 員 関 係

１ ． 学芸員の職務

　 学芸員と は、「 博物館資料の収集、 保管、 展示及び調査研究その他こ れと 関連する 事業についての専門的事

項を つかさ どる 。」 職員のこ と である 。（ 博物館法第４ 条）

２ ． 学芸員の資格

　 学士の学位を 有する 者で、 大学において文部科学省令で定める 博物館に関する 科目の単位を 修得し たも の。

（ 博物館法第５ 条）

３ ． 博物館に関する科目の単位

　 本学において修得すべき 博物館に関する 授業科目の単位は、 別表１ のと おり と する 。 資格取得希望者は、

本学において開講さ れている 該当科目1 9 単位を 修得し なければなら ない。（ 博物館法施行規則第１ 条）

(別表１ )
科
目
の
種
別

博物館法施行規則に

定める科目
単位 本学における授業科目 単位 開講学部

必
修

生涯学習概論 2 生涯学習概論 2 共通教育センタ ー

博物館概論 2 博物館概論 2 共通教育センタ ー

博物館経営論 2 博物館経営論 2 共通教育センタ ー

博物館資料論 2 博物館資料論 2 共通教育センタ ー

博物館資料保存論 2 博物館資料保存論 2 共通教育センタ ー

博物館展示論 2 博物館展示論 2 共通教育センタ ー

博物館教育論 2 博物館教育論 2 共通教育センタ ー

博物館情報・ メディア論 2 博物館情報・ メ ディ ア論 2 共通教育センタ ー

博物館実習 3 博物館実習 3 理学部

計 19 計 19

４ ． 履修上の注意事項について

　 ⑴　 博物館実習については、 ３ 年次前期（ ６月） に行われる説明会において詳細な説明が行われるので必ず出席

すること。 ３ 年次の説明会及び４ 年次の事前指導に遅刻及び欠席した者は博物館実習への参加を認めないの

で十分注意すること。 また、 事後指導に遅刻及び欠席した者は単位を認めないので注意すること。

　 ⑵　 学芸員資格修得のための授業科目（ 博物館に関する必修科目） は、卒業に必要な１２４ 単位には参入されない。

　 ⑶　 博物館実習を履修できる者は、 次のすべての科目の単位を 修得し た者とする。

　 　 　 生涯学習概論、 博物館概論、 博物館経営論、 博物館資料論、 博物館資料保存論、 博物館展示論、 博物

館教育論、 博物館情報・ メディア論。

５ ． 博物館に関する科目の単位修得証明書

　 所定の科目の単位を 修得し た者には、 願出により「 博物館に関する科目の単位修得証明書」 を交付する。 なお、

大学において博物館に関する科目の単位を修得し た者は、 当然に学芸員としての資格が発生する。 学芸員の資格を

明らかにする 必要がある 場合は、 大学が発行する卒業証明書及び博物館に関する科目の単位修得証明書を任命

権者に提出する。

－ 47 －



測
量
士
補
関
係

１ ． 測量士補

　 測量士と は、 基本測量又は公共測量に従事する も ので「 測量士の作製し た計画に従い測量に従事する」 技術

者である 。 また、 国土地理院の測量士補名簿に登録する こ と が必要である 。（ 測量法第4 8 条、 4 9 条）

２ ． 測量士補の資格

　 鹿児島大学理学部理学科では、 数理情報科学プロ グラ ムと 地球科学プロ グラ ムは国土地理院から 課程認定を

う けており 、 理学科開講科目のう ち「 測量に関する 科目」 を4 0 単位以上修得する こ と によ り 、 登録申請の資

格を 得る こ と ができ る 。

３ ．「 測量に関する科目」

３ －１ ． 数理情報科学プログラ ム

測 量 士 補 関 係

「 測量に関する科目」

プログラ ム指定科目

　 線形代数学基礎、 微分積分学基礎、 基礎統計学、 集合と 写像

　 情報科学入門、 線形代数学Ⅰ、 線形代数学Ⅱ、 微分積分学Ⅰ、 微分積分学Ⅱ、 位相数

学Ⅰ、 確率・ 統計Ⅰ、 幾何学Ⅰ、 情報数学Ａ 、 計算数学Ａ 、 数理情報科学特別演習Ａ b

理 学 部 共 通 科 目 　 数学概論
a
、 物理学概論

a
、 地学概論

a
、 力学基礎、 物理数学基礎、 地形学

理 学 部 専 門 科 目

　 代数学Ⅰ、 幾何学Ⅱ、 位相数学Ⅱ、 解析学Ⅰ、 複素解析学Ⅰ、 確率・ 統計Ⅱ、 解析学Ⅱ、

複素解析学Ⅱ、 数理統計学、 代数学Ⅱ、 情報数理学基礎Ｂ 、 情報数学Ｂ 、 応用情報数学、

計算機統計学、 情報数理学Ａ 、 計算数学Ｂ 、 情報数理学Ｂ （ 以上、 数理情報科学プロ グ

ラ ム開講）

　 物性物理学入門、 天文学入門、 物理のための数学Ⅰ、 物理のための数学Ⅱ、 複素解析、

フ ーリ エ解析、 力学Ⅰ、 力学Ⅱ、 電磁気学Ⅰ、 電磁気学Ⅱ、 熱力学、 統計力学Ⅰ、 統計

力学Ⅱ、 量子力学Ⅰ、 量子力学Ⅱ、 固体物理Ⅰ、 固体物理Ⅱ、 相対論、 宇宙物理学Ⅰ、

宇宙物理学Ⅱ、宇宙物理学Ⅲ、物理実験学、基礎物理計測実験a、物理計測実験a、物性実験、

天体観測実習、 シミ ュ レ ーショ ン物理学　（ 以上、 物理・ 宇宙プロ グラ ム開講）

　 物理化学Ⅱ　（ 以上、 化学プロ グラ ム開講）

　 植物生態学、 生物学データ 解析法　（ 以上、 生物学プロ グラ ム開講）

　 測地学、 地球物理学、 応用数学、 岩石学、 鉱物化学、 鉱物学・ 岩石学実験、 測地測量学、

地質図学、 地質調査法実習、 地層学・ 古生物学実験、 火山物理学、 基礎地震学、 地球物

理学実習Ⅰ、 粘土鉱物学、 構造地質学、 地史学、 地震テク ト ニク ス　（ 以上、 地球科学

プロ グラ ム開講）

ａ の科目は１ 単位科目

ｂ の科目は４ 単位科目

ａ 、 ｂ 以外の科目は２ 単位科目
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３ －２ ． 地球科学プロ グラ ム

「 測量に関する科目」

プログラ ム指定科目

　 測地学、 地球物理学、 岩石学、 鉱物化学、 鉱物学・ 岩石学実験、 測地測量学、 地質図学、

地質調査法実習、 地層学・ 古生物学実験、 火山物理学、 基礎地震学、 粘土鉱物学、 構造

地質学、 地史学、 地震テク ト ニク ス

理 学 部 共 通 科 目
　 数学概論a、 物理学概論a、 地学概論a、 線形代数学基礎、 微分積分学基礎、 力学基礎、

物理数学基礎、 地形学

理 学 部 専 門 科 目

　 応用数学、 地球物理学実習Ⅰ　（ 以上、 地球科学プログラ ム開講）

　 基礎統計学、 集合と 写像、 情報科学入門、 線形代数学Ⅰ、 線形代数学Ⅱ、 微分積分学

Ⅰ、 微分積分学Ⅱ、 位相数学Ⅰ、 位相数学Ⅱ、 確率・ 統計Ⅰ、 確率・ 統計Ⅱ、 幾何学Ⅰ、

幾何学Ⅱ、情報数学Ａ 、情報数学Ｂ 、情報数理学基礎Ｂ 、解析学Ⅰ、解析学Ⅱ、代数学Ⅰ、

代数学Ⅱ、 複素解析学Ⅰ、 複素解析学Ⅱ、 計算数学Ａ 、 計算数学Ｂ 、 数理統計学、 応用

情報数学、計算機統計学、情報数理学Ａ 、情報数理学Ｂ 、数理情報科学特別演習Ａ b　（ 以

上、 数理情報科学プロ グラ ム開講）

　 物性物理学入門、 天文学入門、 物理のための数学Ⅰ、 物理のための数学Ⅱ、 複素解析、

フ ーリ エ解析、 力学Ⅰ、 力学Ⅱ、 電磁気学Ⅰ、 電磁気学Ⅱ、 熱力学、 統計力学Ⅰ、 統計

力学Ⅱ、 量子力学Ⅰ、 量子力学Ⅱ、 固体物理Ⅰ、 固体物理Ⅱ、 相対論、 宇宙物理学Ⅰ、

宇宙物理学Ⅱ、宇宙物理学Ⅲ、物理実験学、基礎物理計測実験a、物理計測実験a、物性実験、

天体観測実習、 シミ ュ レ ーショ ン物理学（ 以上、 物理・ 宇宙プロ グラ ム開講）

　 物理化学Ⅱ　（ 以上、 化学プロ グラ ム開講）

　 植物生態学、 生物学データ 解析法（ 以上、 生物学プロ グラ ム開講）

ａ の科目は１ 単位科目

ｂ の科目は４ 単位科目

ａ 、 ｂ 以外の科目は２ 単位科目
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